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凡例

遺構

l 区l中の方位は真北を示し、座標は従前の調査成果と整合させるため、日本測地系国家

座標第四座標系に準拠した。

2 遺構実測図の縮尺は 1/50、 1/6口、1/100、 1/350である。

3 遺構の略号は下記のとおり用いた。

住居-S8 井戸-SE 講一SD 土坑-SK 土塁状遺構柵列-SA

柱穴小穴ピァト P その他 SX

4 遺構番号は、平成18年度の調査分は遺構の性格にかかわらず通し番号を付けたため、

整理!作業時に上記3の様に遺構番号を付け替えた。刑宣E時に使用した通し番号は、第

3-14表の遺構表に「整理番号Jとして記した。

5 南区ではグリァトを設定し、調査を行った。グリットの設定図は別添図 Iにある。

遺物

1 遺物実測図の縮尺は1/3を基本とし、木製品は 1/8、一部石製品は 1/2である。

2 土師器皿の実測図中、外而の横ナデ調整の範聞は実線で記し、断而図のみのものは引

き出し線で範聞を示した。

3 泣物実測図中の 出鎖線は施柏範囲を示す。アミは赤色顔料が付着している部分であ

る。土師器JITlの巣く塗った部分はタール痕である。

4 第3-14表中 o内の数値は、現状での値である。

5 第3-16表の集計値は接合後の破片数である。

6 第17-30表中法益欄の o内の数値は、復元値である。また土師器皿lの口径、器市は

最大値と最小値の平均で求めた。
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第 1章遺跡の立地と環境

第l!lil 遺跡の立地

濃尾平野は東側、西側及び北側を尾張丘陵地帯、養老山地及び美濃山地に囲まれ、南側

は伊勢湾に面し、愛知県西部から岐阜県南西部に広がる。岐阜市はこの濃尾平野の北端に

位置する。岐阜市の地勢を概観した場合、北部は美濃山地、中南部は濃尾平野となる。木

曽三川の Iつである長良川が、市内を北東から南西へと流れ、岐阜市中河原付近を扇頂と

する半径約6km、出低差約15mの緩扇状地を形成Lている。この扇状地の北限は、独立丘

陵「鷺山」のほぼ北麓を通る東西線付近で、これより北は鳥羽川まで後背湿地状低地とな

る。今回報告する鷺山市場遺跡は、 長良川右岸の扇状地に広がる鷺山地区の遺跡群の最西

端にあり、扇状地の北端に位mする。調査区は鷺山市場追跡の北間端に位i置し、混地状の

低地の方へ低くなっていく部分にあたる。

第2節周辺の遺跡 (第 I図)

鷺山市場遺跡が位置する岐阜市の中北部域では、平成2-7年度にかけて行われた、岐

阜市遺跡詳細分布調査により 、縄文時代から近世までの造物が散布する遺跡が多く確認さ

れた1。

縄文時代の遺跡には、長良川右岸の自然堤防上に立地する酋野々遺跡が挙げられる20

縄文中期から晩期に属する土器片が採取されており、平成5年度には区画整理事業に伴う

発捌調査が行われた。鷺山蝉遺跡においても縄文時代晩期の土詩集積の逃椛が確認されて

いる3が、集落は確認されていない。

弥生時代から古墳時代にかけての遺跡として城之内遺跡が代表される。平成12年度まで

に10回の発掘調賓が行われ、竪穴住居など数多くの遺構が検出された‘。 鷺山仙道遺跡で

も古墳時代後期から古代にかけての竪穴住居が確認されている九

古墳については5世紀後半から 6世紀前半頃と考え られる全長60mの宮塚古墳がかつて

は鳥羽川左岸に位i置した九 鷺山遺跡群の北側に広がる下城田守丘陵上には、前期から中

期の古噴が多く分布し、隣接する上城田寺の山箆には後期古墳が密集する。平成3-4年

に上城田寺古墳群が調査され、横穴式石室を伴う古墳が発掘された7。鷺山にも後期古噴

の存在があり、須恵器が採集されている。

古代には、城之内遺跡の範囲内に長良廃寺が造営されており 、昭和61年の岐阜市教育委

員会の調査で多 くの瓦が出土 している九 また、城之内遺跡付近に方県駅があったとされ、

ここから鷺山地区に至る微布地上には、東山道ルートが想定されている。このルート付近

には福光花ノ木町遺跡、鷺山蝉逃跡、鷺山仙道遺跡、鷺山市場遺跡がある。平成lC年度の

鷺山蝉遺跡の試掘調査では9世紀前業の竪穴住居が見つかり 、二彩陶需が出土した九 平

成17年度の鷺山蝉遺跡の発掘調査では巡方が出土しペ古代の鷺山地区には方県郡街が存

在したと推定されている。



- 2 -

第 1，官遺跡の立地と環境

中世前期では鷺山蝉遺跡で幅6m、深さ1.4mの堀を確認し、戦国時代の蝉土手城館に

先行する館の存在が想定されている~下城町寺丘陵から商へ延びる尾根上に下城田寺中

世墓があり 、分布調査の|祭、古瀬声凹耳盗、美濃須衛産四耳査が採取されている"。

戦国時代には、岐阜市内を守護所が移動してい く様相が、先行研究から明らかにされて

いる"。 鷺山遺跡群には「福光御構」が、城之内遺跡には「枝広館」があったことが知ら

れており 、鷺山遺跡群にはい くつかの城館推定地がある。鷺山蝉遺跡では地籍図の検討に

より 、l辺120mの城館 (r蝉土手J)が想定され"、発掘調査でその一部である堀や土塁な

どが検出された九この他に、屋敷地を区画した構 土橋や内部の掘立柱建物などが確認

されている。城之内遺跡では、枝広館と推定される、堀北西コーナーが発捌調査によって

確認されているo 今回、報告する鷺山市場遺跡においても 、鵠山東麓での試掘調査の際、

鷺山館と推定される土塁と堀を確認している九

城之内遺跡から鷺山地区の範囲(東西約 3km、南北約 1km)には戦国時代の土師器JITlが

大量に採取できる。この範囲は江戸時代の 『中品両以記文』にある鳩山から堀田(城之内

遺跡の周辺)までの聞に侍屋敷と百姓屋敷が入り交じって散々にあったという部分に合う 、

とい う意見もある170

また、長良川を挟んだ対岸にも戦国時代の遺跡が確認されている。岐阜城干畳敷遺跡が

その代表である。 3次調査では15世紀に比定される党鐙鋳造遺構が見つかっている。16世

紀中葉以降、斎藤氏 織田信長らが城館を構えたと見られ、1次調査では巨石列、礎石建

物、2次調査では電、石組み施設、3次調査で階段、通路、井戸が確認されている"。

近世以降には平成 9年度の岐阜奉行所の調査がある。近世 (17~19世紀中頃) 、 近代(19

世紀中頃以降)の2時期の遺構と造物があり 、近代については濃尾大震災直後の廃棄土坑

が見つかっている190
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第2節 Nd辺町遺跡
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第1"遺跡町立地と環境

1綾田寺苗原遺跡 2 坂R古墳群 3 打起遺跡 4 下械園寺中世菖

5 鑓磨古繍群 6 下域園寺遺跡 7 中野古繍群 8 鎌磨遺跡

9酉屋敷古噴き孝 10下土居遺跡 11盲縁古繍 12八代遺跡

13岩崎第2古墳欝 14下土居若宮遺跡 15下土居北門遺跡 16正明寺滅之前遺跡

17置山首繍群 1生里山E温遣1il 19鷺山仙道遺跡 20鷺山鱒遺跡

21置山治郎丸遺跡 22福光東B遺跡 23太因遺跡 24福光東A遺跡

25福光花ノ木町遺跡 26.l長良天神遺跡 27西野々遺跡 28揖之内遺跡

29西山第2古境務 30西山第1古繍群 31西山調古墳群 32長良褐泉遺跡

33飽門寺遺跡 担長良蕪跡群 35飽門寺古墳群 36雄総第 1古墳群

37綬皐緩乎畳敷遺跡 38岐阜線下町遺跡 39厳皐奉行所跡 40置谷遺跡

41権現山首噴き孝 42北調吉寝群 43上加納山古墳務 44岐阜城跡

第 l図 周辺の遺跡分布図 (国土地理院先行2万5千分の l地形凶を班期している)
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第2章調査の経過

第l!lil 発指i調査に至る経緯

平成7年度、岐阜市都市計画部区画整理課(当時)から岐阜市教育委員会文化謀(当時)

に、都市計画道路鷺山下土居線に関連する埋蔵文化財の取り扱いについて照会があった。

市教育委員会は、当事業予定地が鷺山市場遺跡の範囲に及ぶことから、文化財保護法上の

手続きと本調査前の試掘調査等について説明を行った。

平成11年10月22日付けで岐阜市鷺山 下土居土地区画整理組合理事長から文化庁長官あ

てに文化財保護法第57条の2第 1項の規定による届出がなされた。これに対し、平成11年

11月4日付けで岐阜県教育委員会教育長から区画整理組合理事長あてに工事若手前の発掘

調査笑施の指示があった。

平成11年3月3日-11日に行った試掘調査で中世後期?のピット及びその下層で焼土を

確認した。平成16年6月7日-11日に行った試掘調査で古代の竪穴住居跡や古墳時代の逃

構を確認した。試銅調査の結果を受けて、平成18年度から発掘調査(調査主体は(財)岐阜

市教育文化振興事業団)を実施することとした。

平成18年5月8日付けで(財)岐阜市教育文化振興事業団理事長から県教育委員会教育長

あてに文化財保護法第57条の規定による発掘調査の届出がなされ、平成18年5月15日付け

で県教育委員会教育長から(財)岐阜市教育文化振興事業団理事長あてに発掘調査を慎重に

実施する旨の指示があった。平成18年5月18日付けで岐阜市鷺山 下土居土地区画整理組

合、岐阜市教育委員会、(財)岐阜市教育文化振興事業団の3者附で鷺山 ー下土居土地区画

整理事業に関係する埋蔵文化財の取り扱いについて協定を締結した。

第2節発掘調査の経過

平成18年度の調査は5月18日に若手し、準備作業を行った。まず南区から調査を行い、

6月6日に西壁 。北壁に沿って先行トレンチを掘削し、土居観察を行い、調査方針を検討

した。6月7日から表土掘削を行い、以後人力での掘削を開始した。南区の遺構掘削がほ

ぼ完了した10月17日、組合の既版行検査を受け、 10月18日に空中写真撮彩を行った。北区

は10月31日に先行トレンチ、 11月l日から表土掘削を行った。 l月27日には現地公開を実

施した。遺構掘削がほぼ完了した2月15日、組合の既股行検査を受け、 2月17日空中写真

搬影を行った。全ての業務は3月9日に終了し、3月13日組合の完了検筆を受けた。

平成19年度の調査は5月21日に若手し、準備作業を行った。前半は前年度の整理作業を

行い、 9月10日から発掘作業を行った。10月12日現地での作業は終了し、以後前年度及び

当年度の整理作業を行い、報告tF原稿の作成を完成した。全ての業務は3月11日に終了 L、

3月19日組合の完了検査を受けた。

平成20年度は 7月1日に着手し、報告書の印刷を行い、平成21年 1月16日に終了した。
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第2傘調査の経過

平成18年度

準備作業

南区調査

北区調査

平成19年度

P区調査

整理作業

平成20年度

刊行作業

4月

4月

第2図 調査区位置図 (平成却年 7月1日承認番号8号)

5月 6月 7月 8月 9月 10月 II月 12月 l月 2月 3月

18 

6 31 

31 9 

5月 6月 7月 8月 9月 10月 II月 12月 l月 2月 3月

10 12 

21 11 

第 I表作業工程表
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第3章遺跡の概要

第l!lil 層位と遺構

(1)南区の基本層位

調査は最初、調査区西壁及び北墜に沿って地山まで先行トレンチを掘削し、土層観察を

行い、検出商の確認をした。その結果、基本層位は現代の耕作土踏土撹乱などの I層、

暗茶色土 暗褐灰色土などを主とし造物を包含する E層、地山である砂層の皿層に大別で

き、 E防上面及び皿府上面で遺構が検出できると判断Lた。また非'品に多くの遺構が重複

して存在することも予想された。

そこで I層を重機で掘り下げ、E層上面で遺構検出を行い、明確に検出できた遺構は残

し、不明瞭な部分を人力によって掘り下げ、連続して遺構の検出を行いつつ、 E層上面ま

で掘削することとした。

今回の調査のみならず、包合問(1I服)掘り下げ中にも連続的に逃梢が検出されること

が実態であるが、昭の境目による広い範囲の検出而を認識することはできない。本容では

この考えに基づき 、基本屑位を作成 した(第3図)0 jIIj述したようにE層上面から皿層上

面まで遺構は連続しており、傾向として、新しい遺構は1I!(ii上面から、古い遺構は皿防上

而に近いところで検出される。なお、調査区壁而のセクション図では、恐らく実態と異な

る状況が図化されていると思われるが、十分な確認は取れていない。

E 府中には古墳時代から近世までの時期幅の広い造物が包含されており 、いわゆる包含

層の形成過程と深い関連があると思われる。包含層(ll層)中の遺物は元来遺構内に埋まっ

ていたものと考えており 、E府中の造物の大半は、検出することができなかったものも含

め、いずれかの遺構から出土 したものと捉えることができる。

(2 )北区の基本間位と堆積時期

北区の南半は、近世の遺構及び現代の撹乱によって、地山である砂層(南区皿層 ー北区

V11屑)まで深く掘削されている状況であった。よって本来の基本層位は不明で、また南区

との対応も困難である。一方北半の状況は、本来(地山)の地形は北区中央部から北へ緩

やかに下り、また東から西へも同様に低くなることから、調査区の北西方向に低地部が広

がっていた可能性が高い。この低地部に自扶あるいは人工的に土が堆積し、戦国期にはほ

ぼ水平な地形を呈していたと考えられる。遺構検出可能な而が5而あり 、それを境に 1-

Vl府に大別できる。Vl隠は造物を包含しない地山で、V11沼は南区でも確認された砂層(地

山)である。

l層 表土 。現代の耕作土 。鋭乱などで、南区 I屑に対応する。上而(i而)は現地表で

ある。

11 層 土自Ii罷I皿が出土することから戦国期に形成されたと考えられる。居中には焼土 炭

が多量に包含され、樹立柱建物周辺に範闘が限定されることから、火災後の堆積層と推定

する。上田 (ii商)で検出される遺構の時期は戦国期以降である。
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第3傘 遺跡の概要

南北主層複式図
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111層 古瀬戸~大紫製品が出土することから戦国期に形成されたと考えられる。直上の 11

屑と出土造物による時期差は認められず、限定された範囲の堆積であることから、整地府

と推定されるが、堆積状況に鹿土の様子は見られない。確認範囲は IV層より北干寄りで狭い。

上国(iii面)検出遺構は戦国期である。

IV層 古瀬戸製品が出土することから室町時代後半期までに形成されたと考えられる。確

認範囲は北区北半で、上而 (iv而)検出遺構は室町時代後半期である。

v層 出土遺物はほぼ土師器が占める ことから、古墳時代前期に形成されたと考えられる。

上而 (v而)検出遺構は古漬時代前期~古代である。

VI層 粘質土層の地山である。確認範囲は北区北半で、上而 (vi而)検出遺構は古墳時代

前期である。南区では見られない。

VII層 砂層の地山である。南区E層と同ーと考えられる。南半は近世以降の遺構による削

平而で露出し、北半では断割ト レンチで確認した。南半の砂層上面検出遺構は、本来の掘

削された而が不明であることから、而不明の遺構として扱う 。

(3 )鷺山小学校プール跡地 (p区)の基本府位と堆積時期

鷺山小学校プール跡地(以下、P区とする)は北区と同様に北端の一部分を除き近世の

遺構及び現代の撹乱によって削られていた。北端の一部分は残りが良 く、 北区北半の様に

自然あるいは人工的に土が堆積し、戦国期にはほぼ水平な地形を呈 していたと考えられる。

検出可能な遺構而は3而あり 、それを境に 5層に大別できる。Piv層 PV層は造物を包

含しない地山である。
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第2節 時期区分

p 層 表土現代の耕作土撹乱などで、南区 I層、北 :限に対応する。上国(Pi商)

は現地表である。

P ii層 出土遺物は無いが、北区北半で見られる北III屑と検出 レベル、土色土質が似る

ことから北iiiR?iに対応する ものと考えられる。形成時期は戦国期となる。

P iii層 出土造物はほぼ土自u器が占める ことから、古墳時代前期に形成されたと考えられ

る。出土造物から北v層に対応すると見られるが、確証は得られなかった。また北IV屑に

対応する土胞はP区では確認できなかった。

P iv層 粘質土居の地山である。上而 (Piv而)検出遺構は古墳時代前期である。北区別

府と同ーと考えられる。

P v層 砂層の地山である。南区E層、北区VII層と同ーと考えられる。

(4)北区と南区及びP区の対応

前述したように北区は堆積が進んだことによって複数の検出而が確認された。一方南区

は堆積が確認する ことができず、撹乱等により明瞭な検出面が認められない状況であった。

元々の自然地形が北下がりであったためであり 、同区で確認できた地山の砂層(南区E府

北区VII居 。Pv屑)では傾斜が顕著である。中央部の近世遺構 ・撹乱による削平もあって、

北区と南区の問{立の対応は非常に困難である。

本来複数の検出而が確認できる場合、各而毎に報告を行うのがセオリーだと考えるが、

南北両区の対応が困難であることと 、南区で検出 した全体の約半数の時期幅の広い遺構群

を、一箇所で報告すると煩雑になってしまうため、本告では時期毎に遺構の報告を行うこ

ととする。ただし北区 II--IV層、P区P i i ~ iv層のよう に同時期で検出而が異なるものは、

面毎に報告し所属回位を明らかにすることとする。

第 2節時期区分

(1)時期区分

1期 弥生時代末期~古墳時代初頭 (S字受A'BC類)

調査範闘での活動が開始された時期で、住居跡4基、土坑7基などが見られる。当時の

地形は北西方向に下る傾斜而と推測され、微高地上に集落域などが形成されていたと考え

られる。

2期 古墳時代後期~奈良時代 (6世紀後半 '-8世紀中葉)

この時期の遺構が最も多く 、時期が判明する遺構のうち37%を占め、 さらにその80%が

南区に分布する。出土造物と切り合い関係から、-7世紀前半 7世紀後半 -8世紀中

葉の3時期に細分(2-1期 2-2期 2-3期)したが、特に 2-2期の遺構が激増する。

3期 平安時代~鎌倉時代 (10-13世紀初頭)

この時期の遺構は少な く、 土坑7基が検出されたのみである。大部分が10世紀頃に集中

しており 、11世紀以降に比定されるものは少ない。

4期 !室町時代 (古瀬戸後町期古段階/東濃型山茶碗リ脇之島3号熊式)

9 
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第3傘 遺跡の概要

この時期の遺構は比較的多く、構 土坑 ーピットなと:<91基が検出されている。直後に展

開する 5期の遺構群とは方位軸を異にしている。また北区北品では、照位的にも 5期のも

のと区別することができる。

5期 戦国期 (古瀬戸後町期新~大熊第 l段階)

この時期、鷺山地区一帯では、新たな地割りによるまちづくりが進行する。その 部分

と考えられる区画講樹立柱建物 整地層等が検出されたが、北区に集中しており 、南区

で明確なものは確認されていない。

6期 近世以降

水田と畦畔、水路がセットとなって検出され、水回域が形成されている。また近世のあ

る時期からは土塁状蝶土の上に道が造られ、近代まで存続する。

以上の 1-6期で時期を区分したが、確認できた遺構の時期が断続的である。 I期と 2

期の聞の時期において、通常岐阜市1*1の遺跡では松河戸併行~宇田併行 (須恵器H-ll段

階)のものが検出される。今回の調査では表土 包含層出土の造物を見ても、当期と明ら

かなものは盤〈 、空白期間があったと考えられる。また3期と 4期の聞の時期の造物であ

る山茶碗の出土最も 、鷺山地区の他の遺跡や鷺山市場泣跡の他の部分に比べて少ない。

遺跡全体の動向が本性執筆時点では不明なため、今回の調査区における時期区分として

捉えたものであることをお断り Lておく 。

検出而
時期区分 時代

南区 北区 P区

l同j 弥生時代末~古噴時代初頭 皿而 北v而 Pvi' P iv面

2期 古墳時代後期~奈良時代 ，t V rrU 

3期 平安時代~鎌倉時代

4同j 室町時代 北iviIii 

5期 戦国時代 北 II • III而 P ii T百l

6期 近世以降 H面

第2表時期区分表

(2 )府の形成時期

前項で記述した各層の所属時期は次のとおりである。

北区においては北口 ~北1Il胞が5期、北 IV胞が4期、北v胞は 1期の形成と考えられ、

l期の遺構は V • VI層上而、 2期の遺構は v府上而、 4期の遺構は IV昭上而、 5期の遺構

は 11 • III層上面で確認される。

P区では、 Pii 胞が5期、Piii胞は l期の形成と考えられ、 l期の逃桝は Piii . iv応上

而、 5期の遺構は Pii層上而で確認される。

10 
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第3節遺物の分類

第3節造物の分類 (第4図)

今回の調査では縄文時代から近代までの造物が出土した。今回はすでに分類 。編年研究

が進んでいる造物に関してはその成果に従ったI。

(1)弥生時代末期~古代の土器(主嬰なもの)

s字状口縁台付聾2 いわゆる rs字受」のこと。口縁が受口状に屈折し、上外方に仲ぴ

る台付要。器壁が薄い。口縁の形状から 4つに分類できるが、今回はA類と BC額が確認

できている。

A類 口縁外而2段目に事l'引き刺突文があり、口縁第2段が垂直に立ち上がるもの

BC類 A類と口縁部端部が肥厚するか、も しくは肥!草して先端部に面をもっD類以外の

もの。B類と C類の区別が困難なため、 BC類として両者を一括して扱う

伊勢型蓮A1類3 丸底斐で、 口縁端部を上方に引き延ばし、 1:1頚部が肥厚するもの。休

部の外面は縦ハケ、内面の上半部は横ハケ調整、l人l面下半部はケズリ調整が施される。

伊勢型聾A2類4 丸底懇ではあるが、 A1類と口頭部の形状、調整などが異なる。l人H両

全面をヘラケズリや横ナデによって調整する。

平底聾B2類S 器壁が薄い。外面は細かいノ、ケ目調整が施される。底部については、今

回の調査では確認していないため不明であるo

平底聾B3類。 器壁が悲しく薄い。口縁部は外折し、外而は潤いノ、ケ目調整が施される。

底部については、今回の調査では確認していないため不明である。

焼塩土器 ほとんどが破片資料で全体の様相はつかめないが、器壁が2mm前後と務〈、美

濃式 l煩7に分類できる。

須恵器 美濃須衛産のものが主であるが、猿投産、須山禦産、丸山熊産、畿内系のものが

見られる。

ロヲロ土師器 ロクロ成形で向台または糸切り痕が顕著に見られる1止をもっ土帥器質の土

器。碗、皿が見られる。一般には灰粕附器と共伴する。

(2 )鎌倉時代~室町時代の土持

土師器皿"(かわらけ)

今回の調査においてはMl類と M2類の出土は確認できなかった。

M3類 内部底部一方向ナデを施した後、体部内而~口縁部外而に横ナデを施す。外而の

ナデ調整は l段で、体部は丸〈立ち上がる。口縁部は丸みを持つものと尖るものがある。

器壁は薄〈、器形も深いものが主となる。

M4類 内部底部一方向ナデを施した後、体部内而~仁l縁部外而に検ナデを施す。外面の

ナデ調整は l段で、体部は丸 〈立ち上がる。体部は丸 〈立ち上がる。得壁はM3類よりも

i!y:くなる。

11 
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第3傘遺跡の概要

(3 )戦国期の土器

土師器皿，(かわらけ)

今回の調査においてはAl類の出土は確認できなかった。

A2類 京都及び美濃以外から搬入、 もし くは美濃で忠実に模倣したもので、口縁端部が

外反する もの。今回の調査では確実にA2類といえるものはな く、 可能性があるものが 1

占だけ出土している。

B 1類 京都系の土師;詩皿1(かわらけ)を模倣した在地産製品とされるもののうち、体部

が外反するもの。器壁は厚め。口縁部外面の横ナデ調整を行うものと行わないものの両者

カミある。

B 2-a類 京都系の土師器皿(かわらけ)を模倣した在地産製品とされるもののうち、

体部が直線的なもの。内部底部に一方向ナデを施した後に内面体部~口縁部外面の横ナデ

調整を施す。口縁部外而の横ナデ調整の範囲が狭いものや部分的にしか施されないものも

ある。

B 2-b類 京都系の土問l器JlIl(かわらけ)を模倣した在地産製品とされるもののうち、

体部が直線的なもの。l人l部底部に一方向ナデを施した後、内面体部に棋ナデ調整を施し、

体部外面は4低調整である。

C 1類 京都系の土師緑皿1(かわらけ)に原型を求めることができない在地産製品とされ

るもので、調整が内而に一方向ナデのみに施されるものである。体部外而は無調整で、外

而には凹凸が顕著に見られる。

C2類 京都系の土師;詩皿1(かわらけ)に原型を求めることができない在地産製品とされ

るもので、調整が内而に一方向ナデのみに施されるものである。体古紗ト而は拠調整で凹凸

がない。

D 1類 径 5cmの小形品。内而底部に一方向ナデを施した後、内面体部~口縁部外商に横

ナデ調整を施す。外而のナデは 1段。仁l縁端部の形状は丸みをもつものと 、尖るものの両

者がある。

註

l 内廓恒雄 1999 r第2章第3節 遺物の分数Jr減之内遺跡一長良公園整備事業に伴う緊急発冊調ヨ与一

(第 I分冊)J1岐阜市教育笹口会

市木晃 2明2 r第3章第3節遺物の分類Jr鷺山仙迫遺跡岐阜市鷺山下土Ici土地区画整理事業に

おける大平町下両郷椋建設に伴う緊急発桐調査』岐阜市鷺山 下土出土地区画整理組合 (財)瞳阜市教育

文化振興事業団

朝回公年 2凹7 r第3章第3節 遺物の分担Jr鷺山蝉 鷺山il~道遺跡J(財)岐 .I~ 市教育文化振興事業団

岩瀬彰利I 1996 r縄文時代佐期~晩期の指仕共ー艶根尾張 三河遠江における輩理一Jr鍋と銭そ

のデザイ〆』東海考古学フォーラム毘l阪大会実行委員会

藤凹英博 ?可木宏栴I2叩2 r英語 (飛騨)地域Jr劫Î~主土器の様式と編年~東海編』 木耳枇

控辺博人 19剖 「主ìtl須南台~跡群における領軍器堀年J r葉ì~須衛古熊跡群資料調査報告書』 各務!日

市教育委且会

尾野普裕 2田3 r-.=片代の尾張美itlにおける融軸陶器生産Jr肯代の土器研究平安時代の締軸陶器ー

12 



- 13 -

第3節遺物の分類
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第3宣言 遺跡の概聖
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第4章 遺構と遺物

第l!lil 1期の遺構と造物

S B 1 (第5図第31図 1-17) 

南区の南nillに位置し、SK15、SK11、SK24、SK29に切られる。一部が調査区外に

なるため、全体の平而;Jf3.は不明であるが、正方形を呈するものと考えられる。住居の規模

は現状で長辺5.04m、短辺4.41mを測る。床は平坦であるが、硬化而、柱穴、カマドなど

の施設は確認する ことはできなかった。

遺物は822市出土し、土師器が主体を占める。この中から土削l器13占、須恵器2占、土

製品 I点、石製品 1'討を実測した。 1-12は土問IJ器である。 1は加飾査の胴部で櫛描直線

文、斜め方向の刺突文を施文する。2-6は5字状口縁台付懇の口縁部で、2'3は口縁

外而2段目に事1
'
ヲ|き刺突文があるA類、4-6はBC類である。 7-9はs~r-:状口縁台付

懇の脚台である。10. 12は間柄、の脚部である。13・14は須恵緑の杯身である。15は伊勢型

受A1類である。17は砂岩の砥石で、被熱しており 、転用の可能性がある。

出土造物は2時期のものが出土している。しかし、大半は弥生時代末期から古墳時代初

頭の土器であり 、SB 1を切っている遺構の造物が、調筆過程で一部混入した状況と見ら

れる。よって本遺構は 1期に造られたものと判断した。

S B 16 (第6図)

北区の南側に位置するo遺構の大半が調査区外になるため、全体の平而形は不明である。

住居の規模は、現状で長辺O.82m、短辺O.59mを測る。床面は平坦であったが、硬化面を

確認することはできなかった。また、柱穴、カマドなどの施設も確認することはできなかっ

た。住居ではない可能性もある。

出土造物は土附器の小片のみで、実測できる造物は確認できなかった。土師得しか出土

していないことから本遺構の築造時期は 1期と考えられる。

S B 17 (第6図第31図18、19)

北区の南側に位.i!iするo 遺構の大半が調査区外になるため、全体の平而形は不明である

が、正方形を呈するものと考えられる。住居の規模は現状で長辺3.02m、短辺2.62mを測

る。床而は平坦であったが、硬化而を確認することはできなかったo また、床而に 2つの

小さなピットを確認したが、柱穴ではなかった。カマドなどの施設も確認することはでき

なかった。

遺物は119)占出土したが、全て土師器である。この中から 2点を実視11した。18'19はS

字状口縁台付受の口縁部で、共に口縁第2段が垂直に立ち上がり 、押ヲ|き刺突文が見られ

るA績であるo
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第4傘遺構と遺物
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第4傘 遺構と遺物

S B 18 (第7図第31図20-24)

北区の北側に位i芭し、北Vl而で確認した。S08に切られる。遺構の一部が調査区外と

なるため、全体の平而形は不明であるが、正方形を呈するものと考えられる。住居の規模

は長辺1.56m、短辺1.43mを測る。床面は平坦であったが、硬化面を確認することはでき

ず、柱穴、カマドなどの施設も確認することはできなかった。

造物は44点出土し、全て土師器である。この中から 5占を実測した。20・24は有稜向杯

の口縁部である。20には外而に櫛捕直線文、櫛刺突文が施文される。21はパレス琵の胴部

で、櫛による山形刺突文が施文され、赤色が施される。

S 011 (第8図)

北区の北側に位置し、北Vl面で確認した。S012を切り 、S09に切られる。流路を東

西方向にとり 、両端は調査区外に延びる。このため全長は不明であるが、現状で長さ約3.48

m、幅0.61mを測る。断而形はU字形を呈し、深さ約0.19mである。

造物は9白出土し、その内訳は土師器8出、須恵器 l占である。北Vl面で検出されてい

ることから、須恵器は混入したものと考えられる。また、小片だけであり 、笑測できる造

物は確認できなかった。出土造物からは判断し難いが、北Vl面の上面で確認できたことか

ら、本遺構は l期に造られたと見られる。

S 012 (第8図)

北区の北側に位世し、北Vl而で確認した。S08、P168に切られる。流路を東西に方

向をとり 、北区の北側で大き く東に湾曲する。溝の北側は S08に切られ、南側は調査区

外に延びる。このため全長は不明であるが、現状で長さ約11.10m、幅0.20mを測る。断

而形はU字形を呈し、深さ約0.21mである。

造物は土日ili器が80点出土しているが、小片だけであり 、実測できる造物は確認できなかっ

た。出土造物からは判断し難いが、北Vl面の上面で確認できたことから、本遺構は l期に

造られたと見られる。

S K22 (第9図第31図25-29)

南区の南端に位置する。SB2に切られる。南側が調査区外になり 、全体の平而形は不

明であるが、やや歪な台形を呈するものと考えられる。

造物は122点出土し、全て士郎器である。この中から 5点を実測した。25'26は5字状

口縁台付認の口縁部で、共に BC類である。27.28は手づくねの土穏である。28は口縁部

と考えられるが、全体の形態は不明である。29がパレス資で口縁部内而に羽状刺突文を施

文する。

S K92 (第9図第31図30)

南区の北側の中央部分に位置し、SB6、SK91に切られる。平面形は他の遺構に壊さ

れているため正確な形は把握できないが、楕円形を呈すると考えられる。遺構の規模は現

18 
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第4傘 遺構と遺物

状で長径1.43m、短径0.59mを測る。

造物は48出出土し、土師器のみである。この中から l出を笑測した。30は長頚蛮である。

外而体部に斜め方向のミガキ調整をし、櫛捕直線文、櫛刺突文、首部に綾杉文を施文する。

S K 1∞ (第9図第31図31-33)

南区の北側に位置し、 50!' 502に切られる。他の遺構に壊されているため正確な

平而形は把握できないが、不整形を呈するものと考えられる。遺構の規模は現状で長辺1.6

m、短辺1.2mを測る。

造物は81.白出土し、土師器のみである。この中から 3点を実測した。31は査で、外面に

丁寧なミフザキ調整が見られ、全体に赤褐色を呈する。32は蛮の体部に櫛捕直線文、羽状文

が施文される。33は5字状口縁台付衰の口縁部で、仁l縁第2段が垂直に立ち上がり 、事1
'
引

き刺突文が見られるA類である。

S K101 (第9図第31図34-40)

南区の北側に位i芭し、 505に切られる。他の遺構に壊され、また一部は調査区外とな

るため全体の平面形は不明であるが、隅丸方形を呈するものと考えられる。遺構の規模は

現状で長辺2.46m、短辺2.27mを測る。遺構の1止にピットを検出したが、この遺構に伴う

ものかどうかは確認できなかった。

造物は142占出土し、全て土師器である。この中から 7点を実視1Iした。34は直口査の口

縁部でミガキ調整を施す。35はA類の5字状口縁台付受の口縁部、 36.38は有稜高杯、 37

は有段高杯の口縁部で、 36は外而に、37は内而に櫛捕直線文を施す。38は口縁端部が残っ

ていないが、外面に櫛捕直線文、櫛による山形刺突文が施文される。39は広口22の口縁部

で、;1'1状刺突文が施文されている。40は台付受の脚部である。

P27 (第9図第31図41)

南区のほぼ中央に位置する。撹乱によって壊されているため正確な平而形は把握できな

いが、不整円形を呈すると考えられる。規模は長辺0.89m、短辺0.64mを測る。

造物は5点出土し、土師擦のみである。この中から l点を実測した。41は有段高杯の口

縁部で、内而に櫛捕直線文を施す。

P66 (第9図第32図45-47)

南区の北側に位置 L、502に切られる。他の遺構に壊されているため正確な形は把握

できないが、平而形は楕円形を呈すると考えられる。断面形は東側にテラス状のものが付

く。規模は現状で長辺1.0m、短辺0.9mを測る。

造物は23白出土し、土師器のみである。この中から土師器3出を実測した。45は加飾査

の肩部で外而に櫛描直線文、羽状文を施す。全体に赤褐色を呈する。46はパレス琵の口縁

部で、外面に擬凹線文を施す。47は斐の口縁部である。

四
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第4傘 遺構と遺物

S X21 (第10図第30医l第32図49-52)

P区の南側に位i芭する。平而形は不整形で、

規模は現状で長さ4.58m、幅1.Olmを測る。後

で述べる自然流路NRと繋がる入江状の部分で

ある。自然流路NR本iitLに比べて、造物が多く

出土している。このことから自然地形を利用し

たかは不明ではあるが、自然流路NRから水を

引き込んで、水汲み場として利用した可能性が

ある。

造物は56点出土し、全て土帥器である。この

中から4占を実測した。49.50は5字状口縁台

付賓の口縁部で、共に口縁第2段が垂直に立ち

上がり、抑引き刺突文が見られるA類である。

51は有段目当相、で、内面に櫛による鞠捕直線文が

施文される。

S E 2 (別添図 6)

北区の北東側に位置する。東壁の断而を精査

している時に SE2があることに気づき、北v

屑の上而から掘り込んで造られていることを確

認した(日Ij添図6セクンヨン 1・26-27層)。

北 V府の上聞で検出 Lた際には気づかなかった

ため、平面を図化することができなかった。上

回 (26陪)は砂質土、下層 (27屑)は粘質土で、

底に防水施設として、 27胞を貼っていたと見ら

。

手当

加
」

第10図 S X21実測図

⑧ 

れる。26層は均質で、分層することができないため、 一気に埋没していると考えられる。

出土造物は土師需の破片が I点出土したのみで、時期は不明であるが、北v而で検出さ

れることから、 l期あるいは2期の遺構と考えられる。

その他の出土遺物 (第31図 第32図)

42はP57から出土したもので、土問I器の査の底である。内而は丁寧なハケ調整が見られ

る。43はP59出土の土師器の悶柄、の脚部で、外面に縦方向のミガキ調整が見られる。44は

P62出土の高柄、の口縁部で、内外而共に縦方向のミガキ調整が見られる。48はP169から

出土の査か聾の底部である。

22 
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第2節 2WJの遺構と遺物

第2節 2期の逃檎と造物

2期の遺構は、特に南区において、多くの遺構が重複して検出されている。それらから

の出土造物と切り合い関係に不整合な部分も多いため、矛盾の少ない時期細分を試みたと

ころ、3期に分けて考えることができた (2-1期-2-3期)。 それぞれの年代は、2-1

期は7世紀前半まで、2-2期は 7世紀後半、2-3期は8世紀初頭から中葉までである。

この節では細分した時期ごとに報告を行う 。

(1) 2-1期

S B 7 (第12図第32図53、54)

南区の南n[llに位置し、SK8、SK12、SK13、SK14に切られる。大半が他の遺構に

切られており 、平而形は不明であるが、残っている西側の形から方形を呈 していたと考え

られる。規模は現状で長辺2.79m、短辺O.62mを測る。床而の硬化而や柱穴、カマドなど

の施設は確認する ことはできなかった。

遺物は35点出土しており 、土師器が主体を占める。この中から須恵器2市を笑測した。

53は7世紀中葉の輩で、54は畿内系の可能性がある121杯である。

出土造物からは7世紀中葉の遺構と捉えることができるが、SK8との切り合い関係を

考慮して、7世紀前半と考える。

S K 8 (第12図第32図55)

南区の南端に位置し、SB7、SK13を切る。遺構の大半が調査区外となるため、全体

の平面形は不明である、規模は現状で長辺O.99m、短辺O.82mを測る。

造物は25点出土 しており 、土師器が主体を占める。この中から須恵器 l点を笑測した。

55は7世紀前半の査の口縁部である。

時期は出土造物から、7世紀前半と考えられる。

S B 9 (第18図)

南区の北側やや東干寄りに位mし、SB8、SK2に切られ、SK37を切る。大半を SB

8によって壊されているため、全体の平而形は不明であるが、残りの部分から正方形を呈

するものと考えられる。規模は現状で長辺3.57m、短辺3.37mを測る。床面の硬化而や柱

穴、カマドなどの施設は確認することはできなかった。

造物は土師器が出土しているが、実測できるものはなかった。 SK2が7世紀前半の遺

構であるため、切り合い関係から 7世紀前半以前の遺構と判断できる。

S K 2 (第18図第32図56、57)

南区の北側に位置し、撹乱、SD2に切られる。他の遺構に切られているため全体は不

明であるが、平面形は不整円形になるものと考えられる。規模は現状で長辺1.01m、短辺

O.86mを測る。
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造物は47白出土しており 、土師詩が主体を占める。この中から須恵器2占を実測した。

56.57は7世紀前半の美濃須衛産の査である。

時期は出土造物から 7世紀前半と考えられる。

S K37 (第18図)

南区の北側の東に位置し、SB9に切られる。平面形は大半を SB9により壊されてい

るため全体は不明である。規核は現状で長辺1.83m、短辺1.2mを;Pljる。

造物は土日ili器の破片が27点、須恵器の破片 l点が出土しているが、実測できるものはな

かった。須恵得が出土していることから 2期と推定Lた。

S K 151 (第18図)

南区の北側に位i芭し、撹乱、 SB9に切られる。平而形は大半を撹乱、 SB9によって

壊されているため、全体は不明である。規模は現状で長辺0.62m、短辺0.5mを測る。

造物は須恵得の破片 7点で、実;Pljできるものはなかった。須恵得が出土Lていることか

ら2期と推定した。

S K 18 (第16図第32図58-60)

南区の南側に位置し、 SKlO7を切り、 SD3、P16に切られる。平而形は他の遺構で

壊され、全体は不明である。規模は現状で長辺1.23m、短辺O.84mを測る。

造物は72点出土しており 、土師得が主体を占める。この中から須恵器3点を実測した。

58は輩の端部、 59は杯身、 60は蛮の胴部で底の部分には丁寧な回転ケズリ調整が見られ

る。

出土造物は全てが7世紀前半までのもので、当時期の遺構と推測される。ところが、隣

接する SB5、SKlO7との切り合い関係では矛盾を生じており、判断に苦慮するところ

であるが、ここでは出土造物を重視して、 7世紀前半の遺構と考えておく 。

S K34 (第14図第32図61-66)

南区のほぼ中央に位世し、東側を撹乱に切られ、 SK49、SK57を切る。平而形は不整

形である。規模は現状で長辺1.26m、短辺9.6mを測る。埋土には炭 焼土を多く含んで

いた。

造物は144点出土しており、土問I器が主体を占める。この中から土帥器2点、須恵器2

点、土錘2占を実測した。61.62は須恵器である。61は7世紀中葉の美濃須衛産の平瓶で、

外面に自扶紬がかかり、底部は平行タタキを行った後に静止ケズリ調整によってタタキを

消している。62は尾張産の盆である。63'64は伊勢型護で、 63はAI類、64はA2類であ

る。65.66は土錘である。

出土した造物で時期が判明できるものは多く 、その様相は 7世紀中葉までの遺構である

ことを示している。ところが、SBI4、SK69など、切り合い関係で下位に位置する遺構

から、7世紀後半の遺物が出土している矛盾した状況が生じている。占数が多いことから
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造物の年代観を重視し、本遺構の時期は7世紀前半頃と考えておく 。

S K43・SK83・P37(日Ili意図 i 第32図67-70)

南区中央西端に位世する。3碁の逃構は重複しており、 SK83→ P37→ SK43と変遷す

る。出土泣物はいずれも 7世紀前半に比定でき、 Iつの大きな遺構であった可能性もあ

る。

67.68はSK43から出土したもので、 67は土師器伊勢型斐A1鎖、68は士錘である。69

はSK83から出土した須恵器の均、身で、美濃須衛産のものである。70はP37出土の須恵器

で、美濃須昨jjJ[のもので7世紀前半の杯、身である。

S K35・SK38・SK81 . S K 104 (別添図 1.第32区171-77)

南区中央東端に位i芭する。4基中3基の遺構は重複Lており、 SK104→ P81→ S K35 

と変遷する。SK38のみ SD 5 (近代) によって、切り合いが不明である。出土造物はい

ずれも 7世紀前半までに比定でき、 lつの大きを遺構であった可能性もある。

71はSK35から出土した6世紀後半-7世紀前半頃の須恵器の査である。72はSK38か

ら出土した須恵器で、 7世紀前半の長EH瓶の脚部である。SK81からは73-76が出土して

いる。74.76は共に土師器受で、76は伊勢型斐A1績である。73.75は須恵器で、 73は美

濃須衛産の砲の口縁部、 75は翌の口縁部である。SKl04からは77の伊勢型費Al類が出

土している。

S K 138 (第11図第32図78)

北区の南東側に位置し、SK137、P132に切られる。平面形は不整形で、軸を北東 南

凶方向にもち、規模は現状で長辺l.2m、短辺O.19mを測る。遺構の検出は北VI而(l期)

であるが、出土造物からみて 2期の遺構であることは間違いなく、北v而での検出ミスと

思われる。

遺物は28点出土しており、土帥器が主体を占める。この中から須恵罷 1布、を実測した。

78は畿内系の須恵器の旬、身で7世紀初頭のものである。出土造物から本遺構の築造時期は

7世紀初頭となる。

また、 SK138の周りには SK 136、SK 137、P128-P 132があるが出土造物ほとんと

出土していないため、時期を限定することができなかった。

その他の出土遺物 (第32-33図79-90)

79-82はSK21から出土した造物である。79は美濃須衛熊で焼かれた可能性のある査で

7世紀中葉のもの、 80は杯身で須山古窯産と推定される。81は鉢である。82は土帥器楚で

あるが、ハケ目が細かい。83-85はSK68から出土したもので、83は畿l人l系の蓋である。

84は須恵器地で肩の部分に櫛捕列点文が施され、自然紬がかかる。85は土削器の賓で、伊

勢型受A2類である。86はSK73から出土した須恵器で、挺瓶か平瓶の頚部である。裳側

の剥離部分には接合時の入れた刻み目が明瞭に見られる。87はSK96から出土した 7世紀
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前半の須恵器の蓋、 88はSK99から出土した焼塩土器で、美濃式 1類のものである。89は

P31出土の須恵器の輩、 90はP67出土の美濃須衛産の須恵器の蓋である。
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第11図 S K138と周辺の遺構実測図

(2) 2-2期

S B 2 (第12図第33図91-105)

南区の南端に位inし、 SD3、SK32、SK70に切られる。西側が他の遺構により壊さ

れ、南側は調査区外となるため、全体の平而形は不明であるが、残りの部分から正方形を

呈するものと考えられる。規模は現状で長辺2.70m、短辺3.71mを測る。床面はほぼ平坦

で、東西2.30m、南1ヒ1.90mの範囲に、硬く締まる硬化而 (e-e、 f-f' セクション

I層)が確認された。g-g セクションで硬化而に対応する層が記録されていないが、

20閉がその可能性がある。硬化而の下層 (e-e、 f-f' 2'3陪)は上!習に比べて締

まりはなく、底而を平坦にするための盛土の可能性が考えられる。床而で4つのピットを

見つけたが、柱穴は確認できなかった。カマドは確認することができなかった。

造物は491市出土しており 、土問I器が主体を占める。この中から土帥器5出、須恵器9

点、土製品 l点を実測した。91-100は須恵器である。94は7世紀後半の蓋、 95-99は7

世紀後半から 8世紀前半の無台折、で、 96は美濃須衛熊の製品である。91-93は杯身である。

100は皿か盤と考えられ、焼成が甘く生焼けである。101-104は土ffili器賓のlコ縁部で、101

-103は伊勢型受A2類である。105は144と同じミニチュア土器と見られる。

出土造物には、7世紀前半のもの、 7世紀後半のもの、 7世紀後半-8世紀前半のもの

がある。旬、 94、98、99、105は硬化而を形成する居中から出土したものであるが、硬化

而を挟んだ上下で造物は取り分けられていない。またzセクションを見ると、遺構の切り
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合いの可能性がある。このよ うなことから、遺物が混在しているようであるが、5K70と

の切り合い関係から、7世紀後半頃の追構と考えられる。

S K70 (第12図第33図106)

南区の南側に位置し、5D3、5K58に切られ、5B2を切る。他の遺構で壊され、南

側は調査区外となるため、全体は不明であるが、平面形は円形を呈すものと考えられる。

規絞は現状で長径1.93m、短径1.40mを測る。

造物は4点の出土だけであり 、土日ili器3占、須恵器 I点である。106は5K70から出土

した須恵緑の折、で、7世紀後半のものである。

出土造物は少量であるが、7世紀後半の遺構と推測される。

S B 5 (第13図第33区1107-110)

南区の南側に位置するo 現代の撹乱によって壊されており 、5K18、5K87に切られ、

5 B 10、5B 11を切る。東半分が壊されているため、全体の平面形は不明である。規模は

現状で長軸2.90m、短軸2.57mを測る。床面で lつのピットを検出したが、柱穴は確認で

きなかった。床の硬化面やカマドなどの施設は確認することができなかった。

造物は127白出土しており 、土附器が主体を占める。この中から土師得2白、須恵;得2

占を実視lした。107. 108は須恵罷である。107はかえりを有する藍で、108は畿内系の可能

性がある無台杯である。109.110は土師器で、共に伊勢型受A1類である。

出土造物には 7世紀前半に比定されるものがあるが、先行する 5BlOとの切り合い関係

から、本遺構の時期は7世紀後半以降と推測される。

S B 10 (第13図第33区1111-126)

南区の南nillに位置し、東西側を大きな撹乱によって削られている。5Kl， 5K87、S

B5に切られる。残存部分から判断すると、平面形はほぼ正方形を呈していたと考えられ

る。規模は現状で長辺4.07m、短辺3.62mを測る。床は平坦であったが、硬化而を確認す

ることはできなかった。また、柱穴、カマドなどの施設も確認することはできなかった。

造物は792白出土しており 、土師器が主体を占める。この中から須恵器10出、土師器5

市、土製品 1出を実測した。111-120. 124は須恵器で、III・112は高杯の脚部であるo

113はかえりがある輩、114. 115は杯身である。116は7世紀後葉の藍で、裏面に rxJの

ヘラ記号が見られる。117-119は7世紀後半-8世紀前半の推台杯である。119は外而の

一部と割れた断面が被軌 Lている。120は7世紀後半-8世紀前半の美濃須衛産の挫であ

る。124は4つの穴があり 、特に図上の下側が大きい。中央に大きな穴をあけ、周りに小

さい穴が巡る形になるものと推定でき 、甑の底部と考えられる。121-123. 125は土師器

で、121-123は伊勢型費A2類、125は甑か鍋の把手である。126は土錘である。

出土造物は多く 、7世紀前業から後葉まで時期幅が広い。この周辺は多くの遺構が切り

合っており 、以前の遺構の造物が一緒に埋没している可能性が高いことが原因と見られる。

本遺構の時期は 7世紀後半頃と考えられる。
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"8土ゴ騎 (8-1¥' . b-bヲイノ)
1 階第網目色土(炭 焼土多く含む)

2 談業灰土〈燐土若干含む}

3 暗茶灰色土 (炭焼士多〈含む)
4 絹灰色土(黄色土プロックを諸手合む)
s 倫灰色土〈燐土若干含む}

6 織灰築土〈処山プロック(貧灰砂質土)を微.含む)

3 ..褐色土(炭務午含む)

S82上J屠 (0-0'• f-fライン)

l 灰茶色土(硬化菌、氏 。焼土を微鏡に含む)

2 茶褐色土(やや飾まり弱い粘性調ぃ llU!j干含む)
3 集灰鈍色土 (""t~.. や砂賀 締まる 民少し含む)

r自'ライン
1 砂利

2 客土

3 客土
4 灰色土
5 灰悔色土(締まる、恒色組子を若干合む}

6 茶褐色土

7 暗褐色土(砂賓土、帽褐色粒子を極量含む)

8 .. 藁灰色土
9 惜灰色土

10 黄褐色砂賀土

" 暗灰褐色土
l' 茶灰色土(脱化物・恒色胞子若平合む)
13 横灰茶色土

H 灰茶色士(砂賓士)
IS 黄灰梱色砂慣土

16 横灰褐色土(捕まる、民化物若干含む)

13 灰茶色土(締まる、民化物 ，笹色粒子を若干含む)
18 附褐灰色士(締まる、炭化駒 a 惜色組干を若干合む]

S B 11 (第13図第33図127-132)

第2節 2WJの遺構と遺物

SK17土届(c-cライン)

1 淡業灰色土(締まる やや給性樹い}

2 茶灰色土(やや締まる やや粘性剥L、}
3 茶灰色土(やや締まり弱いやや粘性弱い

マンガン枝子少し含む}
4 略禍灰色土(やや砂貧民若干企む〉

5 灰禍色土(締まる結性弱b、)
6 灰偽貧色土(砂質)

19 暗茶灰色土[締まる、やや粘性あり、椛褐色桂子種量含む)

20 藁灰色土 (砂質土)

" 院賞茶色土
22 /11灰禍色土(砂賀土)

"灰茶色土，. 灰褐黄色土(砂貿土)

2s暗茶褐色土

"暗茶灰色土{炭化物 ・揖色粒子 ・白色雄子を若干含む)

" 黒褐色土(賞褐色砂置土をプロ，.状に含む)

" '"茶色土
"灰茶色土(28踊に比ベやや暗b、)
30 暗灰褐色土(炭化物 ・笹色世子を種量含む、

黄灰色プロック土を下部に多く含む}

31 暗茶色土

3z暗褐色士
泊 費灰色砂慣土

1-4: 1凪 5-1:S03 8-1(}:S陪
11-15:SK10 16-25:S82 26. 27:SK22 
28-32包含層 33地山

南区の南n[llに位置し、SB5、S810、SK51、P39、P91に切られ、S812を切る。

平面形は他の遺構で壊されているが、残っている部分から、平而形は長方形を呈すると考

えられる。規模は現状で長辺2.83m、短辺0.91mを測る。床而の硬化而や柱穴、カマドな

どの施設は確認することはできなかった。

造物は91."，~出土 しており 、 土師器が主体を占める 。 この中から土師器 Lift 、 須恵器4 点、

土製品 1点を実iRllした。127-1301土須恵器である。127、129、130は益で、129、130は7

世紀後半のかえりを有するものである。また、127は頂部に剥離痕があり 、宝珠つまみが

付いていたものと考えられる。128は材、身。131は焼塩土罷で美濃式 1類である。132は土

錘である。

出土造物では 7世紀中葉から後半のものがあり 、また S810、S812との切り合い関係

から、本遺構の時期は7世紀後半と考えられる。

S B 12 (第13図第33図133、134)

南区の南側中央部分に位置 L、大きな撹乱によって削られ、SBlO、SBll、SK85に

切られる。撹乱他の遺構で壊されているが、残っている部分から、平而形は長方形を呈

していたと考えられる。規模は現状で長辺2.68m、短辺2.68mを測る。床面の硬化而や柱

穴、カマドなとの施設は確認する ことはできなかった。

遺物は283点出土しており 、土削器が主体を占める。この中から須恵器2布、を実測した。

133は7世紀後半の美濃須衛産の鉦台杯、134は焼成不良の口縁部である。

時期は出土造物から 7世紀後半と考えられる。
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5814土層 (.-aヲイン}
1 灰補色土(硬く締まる、粘性鏑い 白色純子微量含む}
2 灰茶色土(硬〈鱒まる、結性弱い

線精子含む、白色粒子 短色雄子縁屋含む}
3 暗灰集色土 {締まる 民・儀分若干含む}

. ..茶褐色土{や，，-まる、段徹盆含む、
白色飽守 恒色組子;c-，"含む}

5 附脅灰伺色土(ー綱還元化、粘性弱い腿"子含む)

第13図 SB5.1O-12'14、 SK40と周辺の遺構実測図
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SK40土J膳 (b-bライン)
1 暗褐色土(締まる粘性弱い段位色粒子微盆含む)

2 茶褐色土(締まる粘性弱い鋭敏摩含む)
3 暗伺灰色土{締まる、粘性弱い、政健色粒子 白色控子微量含む)
， ，売実際灰色土(やや砂賞、やや締まり剥い粘性騎い段微盆合む)

5 業灰色土(やや締まり弱い やや特性あり 笹色絵子若手合む}

6 貧灰砂'"土
1-5:SK40埋土 6 旭山

S B 13 (第14図 。第33図135-137)

第2節 2WJの遺構と遺物

SB10土膳 (c-cライ/)
l 灰茶筒色土(締まる 祐佳弱い 民微量含む、極色松平若干含む)

2 灰褐色土(締まる粘性弱い、慢色粒子 白色絵子徹a含む)
3 暗灰伺色土(砂賞、やや鮒まる、粘性弱い、健働色継子微量合む)
4 略灰色土 (砂賀締まる粘性剥い}

5 時灰俗色土(織まる やや粘性あり 段徹.含む)

6 茶働色土(砂質 下層に地山をプロック状に含む)

7 灰黄色土(砂賓)

南区のほほ中央に位世する。SK36に切られ、SK44、SK76を切る。平而形はややい

びつな形ではあるが、長方形を呈する。規模は長辺2.97m、短辺2.60mを測る。床は平坦

であったが、硬化簡を確認することはできなかった。また、柱穴、カマドなどの施設も確

認することはできなかった。

遺物は73占出土しており、 土師器が主体を占める。この中から須恵器3占を実測した。

135は町、身で、畿内系のものである。136が蓋、 137は薄手で内面に自扶利が掛かるもので、

鉢と考えられる。

造物は7世紀中葉から後半のものが出土しているが、 SK44、SK69との切り 合い関係

から、 7世紀後半以降のものと考えられる。

S B 14 (第13図第34図138-145)

南区の南側の中央部分に位iEし、SB 12、SK40、SK64、SK69、SK75、SK1l9、

P32、P51に切られる。他の遺構で壊されているが、残っている部分から、平而形は長方

形を呈していたと考えられる。規模は現状で長辺3.42m、短辺3.05mを測る。床而でSK

119とP51を検出したが、 SBI4との関係は不明である。また、床而は平坦であるが、硬

化面を確認することはできなかった。柱穴、カマドなとの施設は確認する ことはできなかっ

た。

遺物は307点出土しており、土師器が主体を占める。この中から須恵器5点、土師器

土製品3点を実m1jした。138-142は須恵器である。138はつまみの付く畿内系の蓋である。

139は7世紀後半の杯身、 140. 141は拙台杯、 142は高杯である。143、145は土製品である。

143は土錘、145は丸玉で中心に孔があけられている。1441土台付要を模したと見られるミ

ニチュア土器である。

時期を判別できる造物は少ないが、 139の時期と、 SBI2、SK40との切り合い関係か

ら、本遺構の時期は 7世紀後半と考えられる。

S K40 (第13図第34図146-149)

南区のほぼ中央に位世し、SBI4を切り、 SK52に切られる。平而形は平行四辺形で、

規模は長辺2.6m、短辺2.34mを測る。床はほぼ平坦である。

造物は415点出土しており、土帥緑が主体を占める。この中から須恵得 l点、土師椋3

点を実測した。146は須恵器、畿内系の均、身で7世紀中葉頃のものである。147-149は土

師j器である。147. 149は伊勢型受A類で、 148は古墳時代初頭の加飾査である。

出土造物から 7世紀後半の遺構と推定する。
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2 淡縄色土(砂賀、粘性弱い、民微量量含む)

以，.土周 (d-d'， cーイライン)
l 網否決土(焼土政多〈含む)
2 俊二ヒプロック

3 時僧灰色土 〈燐土 政多く含む)

4 灰茶土

5 茶灰土

6 崎倫土 (燐土 民若干含む}

7 淡茶灰土(前灰砂't'平合む)

S引."土刷 (f-f'ライ /1
1 ・官僧灰色土 〈締まる、粘性E闘い炭笹色継子徹盆含む}

S B13と周辺の遺構実測図
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SB13土届(&-8' • b-bライ /1
1 時灰色土(やや繍まり弱い給性弱い、健色粒子若干含む)
2 灰縄色土(砂質士 やや締まり弱い

粘性弱い、俊色躯守一若干含む)

茶筒色土(燈色綾子合"1
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第2節 2WJの遺構と遺物

S K44 (第14図第34図150-153)

南区のほほ中央に位世L、SK76、P59を切り 、SB 13に切られる。平商形は一部を S

B 13に切られているが、不整楕円形を呈す。規模は現状で長径1.34m、短径1.13mを測

る。

遺物は137点出土しており 、土帥器が主体を占める。この中から須恵罷3点、土師;詩 1

占を実測した。150-152は須恵器で、いずれも 7世紀後半から 8世紀前半のものである。

150はかえりを有する益で 7世紀後半に比定される。151は杯の口縁部。152は鉢の口縁部

で、やや湾曲する。153はパレス査の!胸部で、羽状刺失文が施される。

出土造物と SB13との切り合い関係から 7世紀後半の逃構と推測される。

S K52 (第13図 。第34図154-159)

南区のほほ中央に位世L、SK40を切る。平商形はややいびつな桁円形を呈す。規模は

長径1.45m、短径1.05mを測る。

造物は141，山出土しており、土師得が主体を占める。この中から須恵得2，山、土師得4

1戸、を実測した。154. 155は須恵器。154は畿内系の査で7世紀前半頃、155は7世紀代と考

えられる査か平瓶の口縁部である。156-159は土即時書である。156. 157は共に伊勢型受A

2頼、158はくの字状口縁懇の口縁部、159は受口状口縁斐の口縁部である。

出土遺物から 7世紀後半の遺構と推定できる。

S K57 (第14図第34図160-162)

南区のほぼ中央に位置し、 SK64、P38を切り 、SK34、SK49、SK1l8、P84に切

られる。残っている部分から、平面形は桁円形を呈すものと考えられる。規模は現状で長

辺2.56m、短辺O.88mを測る。

遺物は32点出土しており 、土師器が主体を占める。この中から須恵器3占を実測した。

160は蓋、161は美濃須衛産の鉢の胴部、162は誕の口縁部である。

詳細な時期の特定は困難であるが、出土造物の時期、切り合い関係から 7世紀後半以降

の可能性が高い。

S K64 (第14図第34図163)

南区のほぼ中央に位世し、SB 14、SK69、P38を切り 、SK57に切られる。東側を他

の遺構により壊されているが、平而形は桁円形を呈す。規模は現状で長径1.24m、短径1.14

mを測る。

造物は土師器22点、土製品 l点が出土 している。この中から土製品 l点を実測した。163

は用途不明の土製品である。耳形を呈 し、断而形はやや湾曲する。また、表装共に赤色顔

料が見られる (第 5 章第 4節参阿)。 ZEや~に付 く 把手の可能性もあるが、 確証はもてな

かった。また、南区包含層G3区からも同じ形のものが出土している (造物番号573)が、

赤色顔料の付着は確認することができなかった。

本遺f悼の築造時期は後述する SK69から 7世紀後半の須恵;詩が出土しているため、切り
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第4傘遺構と遺物

合い関係から 7世紀後半以降のものと推定できる。

S K69 (第14図第34図164、165)

南区のほほ中央に位世L、P38を切り、 SBI3、SK57、SK64、P32に切られる。平

而形は桁円形を呈する。規模は現状で長径l.38m、短径0.73mを測る。床はほぼ平坦で、

埋土には炭を微量に含んでいる。

造物は62点出土しており 、土師諜が主体を占める。この中から須官、器2点を実測した。

164は7世紀前半の高杯で、 165は7世紀後半の挫台杯である。

本遺構は出土造物から 7世紀後半である。

S K 17 (第12図第34図166-168)

南区の南側の東に位世し、 SK25、SK32、SD3、P18、P42に切られる。他の遺構

に切られているが、残っている部分から、平而形は長方形を呈すものと考えられる。規模

は現状で長辺4.12m、短辺2.17mを測る。!止は平坦である。隣接する P18には多誌の炭

焼土が混じっている。P18をカマドとする住居跡の可能性も考えられるが、 SK17の平而

形が狭小な長方形を呈するため、土坑と扱っておく。

造物は230占出土 Lており 、 土師~"が主体を占める 。 この中から須恵器3 出を実測 Lた。

166は無台軒、か有台杯の口縁部、 167は査の口縁部、 168は盤の口縁部である。

時期は出土造物から、 7世紀後半と考えられる。

P 18 (第12図第34図169、170)

南区の南側の東得りに位置し、 SK17を切る。平面形は不整円形で、規模は長径0.60m、

短径O.77mを測る。担土中には炭 焼土が多く混じり、 SK17が住居跡であった場合、そ

れに伴うカマドの可能性が考えられる。

造物は21.白出土しており、土師器が主体を占める。この中から須恵器 i点、土附;禄 l点

を実視IJした。169は美濃須衛産の須恵器の均、身で7世紀中葉のものである。170は土帥器で、

受口状口縁斐である。

本遺構の時期は、 SK17との切り 合い関係から 7世紀後半以降である。

SK103 (第16図第34図171-173)

南区の南東側に位置し、 SB4、SD3、SK26、P201こ切られるo 平而形は大半を他

の遺構により壊されているため全体は不明でユある。規模は現状で長辺l.7m、短辺0.81m

をiJ.IJる。

造物は94点出土しており、土問J器が主体を占める。この中から須恵器2点、土師器 1占

を実測した。171. 172は須恵穏で171は蓋、172は姐台杯である。共に 7世紀後半のもので

ある。173は焼塩土器で美濃式 1類である。

本遺構は出土造物から 7世紀後半である。
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第2節 2WJの遺構と遺物

P20 (第16図第34医1174、175)

南区の南側の東寄りに位i置し、 SB4に切られ、 SK103を切る。平商形は楕円形で、

規模は長径0.54m、短径0.41m、深さ0.30mを測る。造物は 2点のみで、ほぼ完形の提瓶

(175)が腹簡を上に Lて出土している。またその直下から鉢(174)が出土した。

174は焼成不良の須曹、器の鉢で、 7世紀後半-8世紀前半のものである。175は挺瓶であ

る。器形は球形で、 3方向に半環状の把手が付き 、腹面には櫛状工具による車IJ突文が弧状

に施文される。調整は腹而には回転ヘラケズリ、背而には平行タタキが施され、内部には

同心円文当具痕が残る。口縁端部は意図的に打ち欠いている。

S B 4 (8世紀前半)に切られ、 SK103 (7世紀後半)を切ることから、本遺構の築

造時期は7世紀後半から 8世紀前半の附となり、 174の造物の年代観と合致する。

挺瓶の時期と遺構の性格については第6章第2節で詳しく検討しているが、本遺構の時

期とは相違するため、 fi世品を埋納した可

能性が考えられる。

S K 107 (第16図第34図176-178)

南区の南n!IJの東に位置し、 SB4、SK

18、SD3、P16に切られる。平面形は大

半を他の遺構により壊されているため全体

は不明である。規模は現状で長径2.20m、

短径0.56mを測る。

遺物は107市出土しており、土師需が主

体を占める。この中から須恵器3点を実測

した。176は7世紀後半の杯身である。177

は7世紀後半の甑の口縁部から胴部にかけ

ての部分で、底の形状は不明である。178

は蛮の口縁部で端部を上に摘み上げて形成

している。

出土造物から本遺構の時期は7世紀後半

と推測されるo

S D 9 (第15図)

北区の北側に位世する。IV面で検出した。

S Dllを切り、 P162に切られる。流路を

東西に方向にとり、講の両端は調査区外に

延びる。このため全長は不明であるが、現

状で長さ約7.08m、幅0.90mを測る。断而

形は府平なU手形を呈L、深さ約0.19mで

ある。

35 

• 、、、

も与@

び』与み

ι一、~ー~一正1 3. 2m

¥. (SD1!) J 

S凶土脳 (8-0ライ〆)

1 縄色粘賀土 〈民 マグネシウム粒

にぷい貧褐色粘質プロック徹底混じる}

2 にぷい黄縄色鮎貧土
3 褐色結賀土〈マグネシウム粒

灰貧網島色ンルトプロック微量混じる)
1 . 2:S凶埋土 3咽崩

SD9土層IIrbライン)

1 縄色粘質土
(炭 マグネシウム紘微量滋じる}

〉ieB閉

h 
」

第15図 SD9実i四l図



- 36 -

第4傘 遺構と遺物

造物は土師得の小片が出土したのみで、実現lできるものはなかった。本遺構は北区 IV面

の上而で確認したことから 2期の遺構であると判断した。

その他の出土遺物 (第34-35図179-190)

179はSK15から出土した須恵器杯身、美濃須衛窯で焼かれたもので7世紀後半のもの

である。 SK28から出土したものは6点実測した。180-182は須恵器で180は無台杯、181

は査の端部、182は杯身である。183-185は土師器である。183はくの字護で、外商に横ハ

ケ調整、内而には横ナデ調整を行う 。また、外而にはススが付着する。184は台付斐の脚

部である。185は向杯の脚部である。186. 187はSK93から出土したもので、186は7世紀

後半の須恵器の輩、 187はくの字状口縁楚の口縁部で、口縁部内而に横ハケ調整を施して

いる。188はSK106から出土したもので、須恵器の均、身である。畿内系のもので7世紀後

半のものとなる。189はP22から出土した須恵器の杯の口縁部である。19ゅは P195出土の

須恵器の訟で、宝珠つまみを有するものである。

(3) 2-3期

S B 4 (第16図第35図191-207)

南区の南東側に位置し、 SK26、SK103， P20を切り、 SKIO、SD3に切られる。

ー剖l他の遺構により壊され、西側は調査区外となるため、 全体の平而形は不明であるが、

残りの部分から正方形を呈するものと考えられる。規模は現状で長辺3.05m、短辺2∞m

をiJ.'1る。床聞は平坦ではなく、やや凸凹している。床の硬化面やカマド、柱穴などの施設

は確認することができなかった。

造物は516点出土Lており、土師器が主体を占める。この中から須恵器9点、土nili器8

点を笑iJ.~した。 191-199は須恵器、 191 . 194は折、であるが、 191は高柄、口縁部の可能性が

ある。192・193. 196 . 198 . 199は7世紀後半-8世紀前半の査で、198は府平な宝珠形つ

まみをもち、頂部に沈線が入り、表面には自扶紬が掛かる。老iI'l主主産のものと考えられる。

195は高杯の脚部、 197は7世紀後半-8世紀前半の生焼けの鉢である o 200-207は土自Ii掃

である。2∞-204は伊勢型受A2類、 205は口縁部が孤状に外反し、外而は横ナデ調整、

内面は横ハケ調整が施される。底部は確認してはいないが、 206とともに平底婆と見られ

る。207は土帥器の甑の把手である。192、199、205は挫土下層から出土したものであるが、

時期差は見られない。

時期は出土遺物から 8世紀前半頃と考えられる。

S K 10 (第16図第35図208-210)

南区の南側の東端に位置し、 SB4を切り、撹乱、 SD4に切られる。他の遺構に切ら

れているため全体は不明であるが、平面形は方形を呈するものと考えられる。規模は現状

で長辺1.54m、短辺1.26mを測る。挫土に炭を微量に含んでいる。

造物は37点出土しており、土日1;器が主体を占める。この中から須恵器2点、土師器 1占

を集担'1した。208. 209は美濃須衛産の須恵器で、208は7世紀中頃の杯身、 209は7世紀後
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半から 8世紀前半の杯である 。 210は土師得伊勢塑~A2類である 。

8世紀前半頃と考えられる。時期は出土造物と SB4との切り合い関係から、
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第16図 SB4、P20と周辺の遺構実現l図

，-，ライ y

a 略構恢色土 (やや飾まり絢い粘性樹い、炭但色徹子若干含む)

2 淡策灰色土 (やや脱まり弱い粘性弱い、
政策褐色砂貧土をプロァク状に含む)

(第17図第35図211-222)

南区の北側に位置し、SD5に切られる。南東角を SD5に切られているが、平而形は

正方形を呈す。規模は長辺4.21m、短辺3.86mを測る。床面はほぼ平坦であるが、南方向

にやや傾いている。北辺に壁而を切るようにカマドが築かれ、カマドの主R土には炭 ー焼土

床而でピットを 2つ検出したが、

SB6 

柱穴は確認できなかった。硬化而を含んでいる。また、

も."号主できなかった。

遺物は533点出土しており 、土帥器が主体を占める。この中から須恵罷7点、土問'H詩4

土製品 i点を実現11L.た。211-217は須恵器で、 211. 212 . 215は輩で、 212は宝珠つま

みを有する。214は猿投産の維の脚部で、高台内のヒピに入り込むように赤い付着物が観
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2 ・脅縄灰灰土(<"や締まる、粘性弱い、政 俊色松子清子含む)， '"飼色土(砂質)
4 貧茶色土(砂賞、締まり弱い粘性剥も、}

5 灰茶貧砂質土
1-5 :SB6埋土

第17図 SB6実測図

c-c' d-dヲイ y

I 夕暮灰色土(炭 焼土含む)
2 附茶灰土{やや砂貿炭it':下含む)
3 貨灰色土
1-2: SD511マド縄土 3 地山

察できる。朱墨を使用していた転用硯の可能性が考えられたため、成分分析を依頼したが、

朱を確認することはできなかった(第6章第4節(1)参照)0216は高杯の脚部、 213は

カマドから出土した杯身である。213・216は共に美濃須衛産である。217は8世紀中葉頃

の美濃須衛産の有台杯である。 218は土鎌である。219-222は土師罷である。219-220は

高折、の脚部、221は1m飾讃の肩部で櫛による山形刺突文が施文される。222は平底の蛮で、

外而は丁寧にミガキ調整が見られる。また外而にはススが付着している。

実視IJ造物には7世紀前半のものが多く、 7世紀後半、8世紀中葉がある。混入の可能性

も否定できないが、本遺構の時期は8世紀中葉と考えられる。

S B 8 (第18図第36図223-239)

南区の北側やや東寄りに位世し、 SD2、P80に切られ、SB9を切る。北東角を他の

遺構により即lられているが、平而形はややし1f"つな正方形を呈す。規模は長辺4.02m、短

辺3_57mを測る。SB6とは異なり、遺構l人lの北干寄りにカマド (SK 122)が築かれ、itl'

38 



- 39 -

2WJの遺構と遺物第2節

/ 
⑨ 旦 -!l..13.4m

乏三Eヲ

，<-. 

SK37 

て

S9' 

SK2 
"2土層 (e-eライン)

1 暗褐色土(やや締まる粘性弱い、

民権色継子灰色土ブロックを若守合む)

時灰備色土"層に比，、粘性領い
炭組山プロックを若干含む)

「

2 

-'-

メ1321

町l

ぬ

。

/。¥

S9. 
@ 

B、

伺

ω 

回

干

行百三手歪戸手当戸司コ3 4 13h

伝l
R
-ω
吋ヨ

頃

工一 一工13.6m

一てに ー一一→ノ
LE当 1 13.7m♀ー ーム 13.7m

2%歪三2ilT

9 .衆薬灰色土(砂質土)

"き夜祭灰色土(砂貿土 やや絡まり剥い

粘性弱い峰色粒子若手合む)

" 灰備色土
"茶灰色土(砂貧土締まる}
"附灰絡色土(砂貧土錨嚢る政隆色紙子若干含む}
'-3 開。縄土 4 ピァト。場土
5-11: SB8極土 lZ : SB9坦士
13: P切哩土

SB8 . SB9 問" 内初土層 (8-a、b-bライン)

1 時偽色土捕まる、粘性弱い、炭焼土若干含む)
2 茶灰色土

3 賞灰褐色土〈砂貧土)

4 灰色土

5 茶褐色土(やや砂質やや絡まり"ぃ
やや結性あり 炭若干含む)

談灰茶土(締まり弱い粘性弱い)

貨灰茶色士(砂質士、締まる、特性弱い
褐色粘土プロック著平合む)

機茶灰色土(やや砂震やや締まる粘性脳い〉

6 
7 

む合平沼クフロプ
)
色

む
灰

今
d
品
開

〈

Z

多

土

日

土

焼

四

焼

炭

壮

袋

内
wm
，

、

判

叫

帯

情

"

(
土
土
ロ

p
a

土
色
色
ω
泊

施

色

組

問

灰

の

縄
苦
闘

6

辺

4
5
6
1

周ル」Q
J
 。。B

 

Q
U
 

39 

(SD2) 〆
/ 

/ 

/ 
/ 

/ 
/ 
/ 
/ 

/ 
/ 

8 

SKl22土層 "τ d-dライン}
1 附褐色土{締まる、粘性弱い、焼土多〈含む、民若干含む〉
2 網灰色土{締まる 給性幽い、貧網色砂少し含む)

3 附僧色土(貧褐色砂多〈含む)

第18図



- 40 -

第4傘 遺構と遺物

土中には炭 ー焼土を多く含んでいる。床面では3つのピットが検出された。P60は床面で

検出した遺構であるが、住居に伴う遺構かは確認できなかった。他に 2つの小ピットを確

認したが、柱穴は確認できなかった。硬化而も確認できなかった。第18図中の P80は整理

作業の段階で、セクシヨン図で確認されたものであり、発掘作業中、平面的に検出きれな

かった遺構である。

造物は779点出土しており 、 土師器が主体を占める 。 この中から須恵器10点、土~ilj器 7

点を笑iJ.~した。 223~232は須恵器である。 223、 224、 226は査で、 223は美濃須衛産、 224

は尾張産である 。 225の挫台杯は美波須衛産で、 内而にススが多く付着する 。 227~230は

有台杯で、 227は佐波理碗を模したものと考えられ、尾張で焼かれたものと見られる。228

~230は 8世紀中葉の美濃須衛産である 。 231は有台検。 232は翌の胴部で、外而にタタキ

が施される 。 233~239は土帥器である。 233は伊勢型護、 234は平底翌B2類かB3類であ

る。235は焼塩土器で美濃式 l類にあてはまる。236は5字状口縁台付賓のBC鎖、 237は

受口状口縁費の口縁部である。238は高杯、 239は器台の脚部であると考えられる。

出土造物は 7世紀後葉と 8世紀中葉の2時期のものが認められる。通常新しい時期を採

用して時期決定を行うが、本遺構の場合、平而で検出されなかった P80の造物が混入した

可能性があるため、 2つの時期の可能性を考えておく 。

P 16 (第16図第36図240)

南区の南Mの東寄りに位置し、 SK18、SK107を切り、 SD3に切られる。平而形は

円形で、規模は現状で長径1.79m、短径1.16mを測る。

造物は28 占出土しており 、 すべて土師器である o この中から土日jU~~ 1占を実測した。240

は平底懇の口縁部である。

切り合い関係で下位にある SK107が7世紀後半であるため、本遺構の時期は 7世紀後

半以降であり 、さらに出土遺物から推定して8世紀前半と考える。

S K88 (第14図第36図241)

南区の中央に位置し、 SK86を切り、 SD5に切られる。平而形は一部を SD5に壊さ

れているが、楕円形を呈す。主軸を南北にとり 、規模は現状で長径0.98m、短径0.67mを

測る。遺構の南側にテラス状の段が見られる。

造物は13白出土しており 、土師得が主体を占める。この中から須恵器 l白を実測 した。

241 は美濃須衛産の賓で、 7世紀後半~8世紀前半のものである。

本遺構は出土造物から 7 世紀後半~8世紀前半である。

その他の出土遺物 (第36図242~244)

242 . 243はSK79から出土した須恵穏で、242はかえりを有L、宝珠つまみが付く蓋で、

7世紀中葉、美濃須衛産である。243は無台杯である。244はP7から出土した須恵器の無

台杯の口縁部である。
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(4)詳細な時期が不明の遺構と造物

S K85 (第13図第36区1245)

第2節 2WJの遺構と遺物

南区の南寄りに位置し、SB12、SK89を切る。平而形はややいびつな楕円形を呈す。

主軸を南北にとり 、規模は長径1.56m、短径0.84mを測る。

泣物は40点出土しており、土帥器が主体を占める。この中から土製品 1点を実測した。

245は用途不明の土製品である。剥離艇から図上の下に 2本、脚のようなものが延びる様

であり 3つ又のものになる可能性がある。また、図上の下の方に延びている部分の下側に

も剥離肢が見られる。立たせるために支えたものが付いていたのであろうか。小片である

が伊勢塑斐の破片があったため、本逃構を 2期であると判断した。

P69 (第16図)

南区の南側のやや東に位tli:し、撹乱、 SD3、P6に切られる。平商形は他の遺構で壊

されているため全体は不明であるが、円形を呈すものと考えられるo 規模は長径1.18m、

短径0.78mを測る。

遺物は土師器の破片23点、須恵器の破片 3点が出土しているが、実測できるものはなかっ

た。須恵器が出土していることから 2期と推定した。

その他の出士遺物 (第36図246-251)

2461;( S K60から出土した須恵器の輩、 247はSK62から出土した須恵器の無台杯の口縁

部である。248はSDlOから出土している砥石で、使用痕は l面のみで確認できる。249は

P33出土の土師;器の有段高杯である。杯の部分だけ残存しており 、外而に縦方向のミガキ

が施され、内面の口縁部から胴部の中くらいまでに櫛捕直線文が施文される。25日は P63

出土の焼塩土器、 美濃式 l類のものである。251はP65出土の鉢形の土師器で、内外而が

赤彩されている。

(5) S B14周辺のili土造物について

S B 14からはミニチュ7土器(144)、丸玉 (145)と特異な造物が出土している。また、

S B14を切っている SK64からは耳形を呈する不明土製品(163)、切り合いは晶いが隣接

する SK85から不明土製品 (245)があるo 周辺の包含層からも特異な土製品が多く見ら

れる。グリット G3からは163と同じ形をした土製品 (573)と筒状のものになると思われ

る不明土製品 (567)、グリット H4からは円形の土板の側而に線刻が施される不明土製品

(571)、グリット 13からは土製の勾玉 (570)が出土している。このように SB 14周辺

には用途不明な土製品が多く出土しており、祭杷に関係する特殊な場があった可能性があ

るといえる。
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第3節 3期の遺構と造物

3期の状況はあまり明確でないが、7基の土坑が確認された。時期が確定できる遺構は、

灰事H陶得四期(大原2号紫式~虎渓山 l号主主式)が出土するlC世紀頃に集中し、これらの

遺構と形状等が似るもの I基からは尾張型山茶碗 (4型式)が出土している。3期の年代

制は、10-13世紀初頭である。

S K 4 (第19図第36図252-254)

南区の南側の西得りに位置する。SK30、SK39を切る。平面形は方形を呈L、規模は

長辺1.51m、短辺l鉛mを測るo 断而形状は箱型となり 、埋土は砂質である。

造物は139点出土しており 、この中から灰紬陶器2点、山茶碗 I点を実測した。252. 253 

は灰紬陶器で、252は碗Aの底部、 253は稜lslの口縁部である。254は尾股型山茶碗4型式

の碗である。本遺構の築造時期は出土造物から12世紀前半から中頃と考えられる。

S K 6 (第19図)

南区の南側の西寄りに位置する。平面形は椅円形を呈し、規模は長径1.52m、短径0.69

m を市IJ る 。 断面形状は箱型と~り、担!土は砂質である 。

造物は26点出土しているが、実iJ.IJできる造物はなかった。土師器皿のM類が出土してい

ることから本遺構が3期に属するものであると判断した。

S K23 (第19図第36図255-258)

南区の中央の西得りに位置する。平面形は不整方形を呈L、規模は長軸1.43m、短軸1.18

mを測る。断面の形状は断而の形状は箱型であるが、南側の一部がオーパーハングする。

造物は123占出土しており 、土師器が主体を占める。この中から灰利陶器 I市、須恵器

3占を実測した。255は灰紬陶得の腕Aの口縁部である。256-258は須恵器で、256は向杯

か胞の口縁部、 257は鉢の胴部、 258は胞で、肩部に斜め方向の櫛描き列占文が施文される。

本遺構の築造時期は出土遺物から10世紀前半と考えられる。

S K39 (第20図第36図259、260)

南区の南側の西干寄りに位世する。SK4、SK33に切られる。平面形は楕円形で、短径

1. 14mを測る。

造物は22白出土しており 、259は灰紬陶器の腕A、2601ま砥石で、使用痕は2面確認でき

る。時期は10世紀と考えられる。

S K45 (第19図)

南区の南側の西寄りに位置する。平岡形は楕円形を呈し、規模は長径1.36m、短径O.91 

mを間IJる。断面の形状は箱型である。SK6と並んで位置する。

造物は63点出土しているが、実現lできる造物はなかった。灰紬陶器の破片が出土してい
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4 茶灰色土{砂寅締まる粘性摘い)

5 灰色土(織まる粘性弱い鉄分を含む)
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] -5:$湖沼哩土 6 :J租山
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E三ヲ
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SK72土層 {a-aライン}

I ..茶灰色土(やや締まりあり 粘性弱い、政若干含む)， "灰色シルト(締まり鏑い、粘性ゃゃあり、
粘土がプロックに含む還元化している)

""土鳳 {b-bライ /1
1 茶灰色土(締まる粘性油い灰貧色土プログク含む)

2 縄灰色土{やや締まる粘性あり マンガン粒含む)
3 僑灰色土{やや締まる、貧色砂質土プロック含む}
4 茶灰色土(やや砂貿やや締まり鏑い、結性あり)

畠
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'" 土:11(0-8' • b-bライン)
1 拙灰色土(砂賞、締まる粘性弱いマンガン粒含む)

2 .夜縄灰色土(やや締まり弱いやや粘性あり)
3 暗偶灰色土(砂賞、やや飾まり弱い、やや粘性あり)
4 賃灰色土{砂賞、やや締まり揃いやや粘性あり〉

5 灰褐色土(練りやや弱いやや粘伎あり 笹色純子

貨褐色プロック者千含む)

下ミ三主;SD5)

6 氏賞色砂貧土
¥-5 :SK6襖土 6 地山

SK45土ゴ栂 "τ'ライン}
1 茶縄灰色土{凶〈締まるやや粘性あり マンガン粒含む)

2 偽薬灰色土{やや締安り弱、、 やや粘性あり)

3 禍灰色土{やや締まり弱いやや粘性あり〉

4 茶灰色土(やや砂質織まり弱いやや粘性あり}
5 灰茶色土(やや砂賞、締まり弱い、粘土プロック若干含む)

SK91土層

1 茶灰色玄(やや締まるやや粘性あり 砂機製若干含む}
2 育灰粕質土(砂賀、やや飾まり弱い)

3 核質色土

T 

第19図 SK 4 . 6 . 23 . 45 . 72 . 9l笑iJ.'j図
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ることから本遺構が3期に属するものであると判断Lた。

S K72 (第19図)

南区の中央の西得りに位置し、撹乱に切られる。平面形は撹乱で壊されているが、残っ

た部分から桁円形を呈すものと考えられる。規模は現状で長辺l.62m、短辺l.34mを測る。

断面の形状は箱型で、埋土に若干の炭を含む。また、下層では埋土が還元化しており 、背

灰色になっていた。

造物は42点出土しているが、実il.ljできる造物はなかった。灰利陶器の破片が出土してい

ることから本遺構が3期に属するものであると判断Lた。

S K75 (第13図)

南区のほぼ中央に位世し、SBI4、SK1l9を切り、 SK64、SK69、P32に切られる。

平而形は他の遺構により壊されているが、不整円形を呈す。規模は現状で長径l.24m、短

径l.22mを測る。南西側にテラス状のものがある。

造物は56点出土している。出土遺物の中には灰利陶器の破片が入っており 、本遺構を切っ

ている SK69 (7世紀後半)と切り合い関係が矛盾する。SK75から出土している灰利陶

器は2占のみであり 、混入の可能性もある。

S K90 (別添図l)

南区北西寄りに位i宜し、南半がSD5に切られ、 P64を切る。P64出土遺物に灰利陶器

があるため、3期以降の遺構である。

小結

当期で報告した遺構のうち、第19図に掲載している SK4・SK 6 . S K23 . S K45 . 

SK72には似通った点が見られる。平面形状が楕円形もしくは隅丸方形で、断面形状が深

い箱形を呈し、車R土は砂質土が多いことである。また、出土遺物は小片が多い。構築時期

は、大部分が10世紀と見られるが、一部13世紀初頭まで下るものもあるようである。
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第4節 4期の逃檎と造物

この時期の遺構は、古瀬戸後W期古段階 。東i農型山茶碗脇之島3号窯式 。土師器皿C1 

類などを出土する15世紀中葉頃に集中する。通常岐阜市内では、 3期と 4期の聞の時期の

ものとして、尾張型山茶碗 (4-6型式) 東濃型山茶碗 (白土原~大洞東窯式)が多く

出土するが、今回の調査区では極めて希少である。

(1)南区検出の遺構と造物

土坑群 1 (第20図 ー第36.37図261-283)

南区の南側の中央寄りに位置する。土:1)'(が23基(SK 1、3、16、2口、 21、27、30、31、

33、37、39，47、48、50、51、53、54、56、59、60、63，116、120)、ピットが5基 (p

30、31、39、41、47)の計27恭の遺構が連続して築かれている様に見えるが、出土造物を

検討すると、南辺の SK 4 (3期)を境に東の直線状のものと、西の「コ」字状のものに

分けられる。なお、SK3はSK47とSK48の上に検出された遺構であるが、煩雑になる

ため図を省略した。

東の直線状のもの (SK30-S K87)は、長さ約8mを間lり、出土造物と切り合い関係

からほぼ全てが4期の遺構群といえる。土坑中から出土した磯や造物の配置を見ると、遺

構を超えて、ほぼ直線的に出土しており、また遺構の底の レベルが近似している。これら

のことから、 一連の遺構群は、i梓状のひとつの遺構の埋土の差を誤認して検出した可能性

が高いと思われる。この遺構群の東方向の延長には、 SD4があり 、位i在 方向が合致す

ることも、この仮説を補強するものである。この場合、SK4との切り合い関係に不整合

が生じるが、現地での確認が十分でなかったと見られる。

一方の西の遺構群は、直線的に連続して掘削されているのは同様であるが、 4期の造物

を出土したのは SK50のみであり、状況はよく分からない。SK39との切り合い関係から

4期の遺構と見られるが、そもそも一連の遺構群と認識して良いのか、判断できない。

遺物は、東の直線的な遺構古平方、ら集中して出土しており、この中から19占を実測した。

261-263はSK16から出土したものである。261は東i農型山茶碗の底部で、丸石3号紫式

に比定される。263は鉄棒である。図上下側は弧を怖くように残っており、これは碗なと

弧状の底で固まったものであろう 。264-266はSK19から出土したものである。当期の造

物としては、264の尾張型山茶碗の碗があり 、6型式に比定される。267-271はSK20か

ら出土したものである。267は古瀬戸後町期古段階の揺鉢、268はM3類の土師器皿、 269

は尾張塑山茶碗5型式の碗、 270は平瓦、 271は砥石である。273-2801;1:S K47から出土し

たものである。273は古瀬戸後W期の指鉢である。274. 275は灰利陶器で、 274は段皿lか稜

皿、275は椀Bである。276-279は須恵器、 280は砥石である。281はSK50から出土した

束濃型山茶碗の腕で、脇之島3号待式と見られる。282、283はSK3から出土したもので、

両者とも古瀬戸後N期の揺鉢である。

土坑群 Iの時期は、 一連の遺構と考えた場合、古瀬戸後N期古段階脇之島3号紫式の

時期と推測される。
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SK47 ' SK48 ' SK5い SK120土府"-，ライン)
h 時策灰色土{続まる粘性弱い段笹色徹子少し含む)
2 灰同色土(繍まる 粘 性跡、民若干含む)

3 瞭褐色土(締まる段着平合む)
4 備茶色土(締まる粘性樹い)

6 灰褐色土〈やや締まる)

6 茶灰色土〈やや締まる)

1'2:SK47塵土 3 4 :SK姐狸土 5 :SK51埋土
6銚'"唄土

SK50 ' SK53 ' SK60土層{d-dドライン)
1 茶褐色土 〈締まる粘位弱い}
2 .礎茶灰色土(縞まる、粘性弱い、中央節分は還元化し、

育灰色になっている}
3 脅灰色土{砂賓 締まり弱い、還元化している)

4 僧貧灰色土 (やや砂質締まり弱いやや粘性あり
一宮市還元化してL、る〉

s 灰茶色土{締まる 貨灰色砂プロックを下方に多〈含む)

6 ，降灰色土〈ペペJ締まり弱い やや粘性あり 笹色継子沼子含む}
， .礎貨茶灰色土(砂貧士、やや鱒まり弱い、私位弱い

灰色土プロック若干含む}

1-4:SK50漫土 5:S闘爆土 6-7:SK53漫之

S D 4 (第21図)

第4節 4 WJの遺構と遺物

SK16 '部27' SK30土届(c-eライ/)
l 茶灰色土 {やや織まる)

2 ，廃絶灰色土(砂貨やや締まる)
3 淡茶灰色土(砂賀、やや鱒まる)
4 防隊茶色土(炭若干含む)

s 附策灰色土

1-3:SK16哩土 4 : SK3Q坦土
5訓"虚土

'30土層 (c-cライン)
1 縄問色土{締まる やや粘性あり 怪色純子若干含む)

SK63土届(f-Iライン)
1 灰褐色土〈締まる粘性弱い館側色砂プロック若干含む〕
2 灰褐色士(IJOに比へ締まり弱い、粘性強い、

炭黄色褐色砂若干含む)

3 黄禍色砂
1-2:SK63願土 3 地山

S民総銚59ゴt:1if(g-gライン}
1 略構灰色土 (やや砂賞、~微盆に含む、 俊色粒子名子含む)
2 暗茶色土 {やや砂質締まる、粘性弱い)

3 茶灰色土{やや織まり弱い納性弱い民徹底に含む)

1 :SK5日6 2-3:SK59 

南区の南側の束に位置する。SB13、SKIO、P43を切る。ifi路を東西方向にとり、西

端は途切れているが、東端は調査区外に延びる。このため全長は不明であるが、現状で長

さ1.89m、幅0.65mを調IJる。断面形は逆台形を呈し、深さ約0.19mである。

造物は10占出土しているが、実測できる造物はなかった。本遺構の築造時期は、東濃型

山茶碗の破片が出土していることと、土坑群 1との位置関係から、 4期に属するものと推

測する。

士坑群2 (第21図 ー第37図284-296)

南区の南側に{立世する SK58.SK5・SK32・SK25である。切り 合い関係からは、

西から東へ次々と掘っては埋めている状況があるが、出土造物から時期差は見られない。

土坑群 1同様、ひとつの講状遺構である可能性が高い。

SK5は南区の南側の東寄りに位世し、 SK32、SD5に切られ、 SK58を切る。平面

形はややいびつな円形を呈す。規模は長径1.4m、短径1.38mを測る。

遺物は16点出土しているが、実視IJできる造物はなかった。須恵器、土日iIJ器しか出土して

いないが、 SK32・58との切り合い関係から、築造時期は4期に属する。

S K25は南区の南側の東寄り位置し、SK32を切る。平而形は不整な円形を呈す。規模

は長径2.63m、短径1.95mを測る。

遺物は192市出土しており 、この中から山茶碗I出、瀬戸美濃附器I出、土問I罷皿 1占

などを実il.IJした。284は瀬戸美濃産陶穏で、 古瀬戸後町期の指鉢である。285は束濃型山茶

碗の脇之局3号熊式のもので、 286はC1類の土師器皿lである。287-289は須恵器、 290は

土師器である。本遺構の築造時期は出土造物から 4期のものである。

S K32は南区の南側の東寄りに位i世L、SK25に切られ、 SK5を切る。平面形は他の

遺構によ って壊されているが、円形を呈す。規模は現状で長径1.57m、短径l.07mを測る。

北側にテラス状のものがある。

造物は82点出土しており、この中から山茶碗l点、土師器皿12点を実現lした。291は東
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-'-13.6m 

ち三三T
"58土層 (8-8ライン)

1 陪灰茶色土(締まる粘性闘い 纏色縦干
小砂積倣量に含む)

2 .襲来灰色土(砂質締まり弱いやや粘性あり
政微盈に含む)

3 黄灰色土

1 • 2:S隠8揮土 3勉"，

SK25 

5 

" SK5 . SK32檀士 (b-bライン)

1 灰茶色土{砂賀、締まる、粘性弱い、4暢帯平含む)
2 灰茶色土 (IIOに比べやや櫛まりが弱〈

やや粕伎が強H
3 時灰褐色土 〈鱒まり弱いやや粘性あり

黄禍色プロック土着平合む)

4 灰働色土(やや締まり剥い給位あり
3婦に比へ貨偽色プロック土治ゆがぷい)

5 l費灰禍色砂貧土
6 ，経茶灰土(織まる粘性弱い段若干含む、

健褐色絵子若干含む)

， J廃絢色士(砂質 締まる粘性弱い

相E縄色 白色純子微"に含む)
8 灰倫色土 (やや締まり弱い給位あり

.....!L13.7m 

土坑群2

i-

俊褐色粒子賞働色プロック土芳平合む)
9 暗茶灰色土(鱒まり届い、やや粘性あり、

10 貨伺色士

恒例島色粒子 賞縄色プロ yク土

前備色プロック土微織に含む)

-1_ 

2， 
j 

1-5:5K32埋土 6-9 :S/(5坦土 "地，"

1<-¥¥ 5¥ 2 亡?J~13. 伽
¥「べ、ー 3 〆グτ-/

SKZ5土層 (e-cライン)

1 黒茶灰色土(鱒まる、粘性弱い、
貧灰色紗をプロック状に若干含む〉

2 時茶色土〔やや砂貿締まる、やや粘性あり

俊色徹子若干含む〉

3 ，礎調高灰色土(締まる 縮性弱い位侮色敏子若干含む)

4 略褐色ゴヒ(やや締まり弱いやや紘性あり}

5 僧灰色士 {やや砂質やや締ま り弱い、

+ 
.~，拙

Y~37_ WI 

ム⑧
ややお性あり、マンガン微"'1こ含む〉 色-

6 時茶働色土(やや締まり凶い、やや粘性あり 、

民微aに含む白色雌笹色桂子若干含む}

7 附茶偽色士(砂質繍まる粘性弱い

纏倒色純子若干含む}

8 時茶働色土(やや砂"絡まる粘性鏑L、)
9 賞灰色土
1-8:SKZ5埋土 9地山

""土胸 (8-aライン)

主 主

生 -'-13.8m

でブ
1 暗茶色土(砂貿 やや締まり弱い、やや粘性脳い o " 

段位色紘子徴盆含む) し 」

第21図土坑群2.3、 SD4実測図
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濃型山茶碗の皿lで、大畑大洞4号紫式古段階のものである。内面に器とみられる痕跡が観

察できる。292はC1績の土師鵠皿、 293はC2類の土師;詩JITlである。本法椛の築造時期は

出土造物から 4期である。

S K58は南区の南側の東寄り側に位置し、SK70を切り、 SK5に切られる。平面形は

一部、1虫されているが、桁円形を呈す。規模は現状で長径1.86m、短径1.51mを測る。

遺物は77点出土しており、この中から山茶碗I市、土師器皿2占を実現lした。2941土東

濃型山茶碗の碗の口縁部で、脇之島3号紫式のものである。295. 296はC1類の土師器JITl

である。本遺構の築造時期は出土造物から 4期である。

士坑群3

S K 11・24・29(第211Z1.第37図297-299)

南区の南側の西端に位i置する。切り合い関係から SK29→24→ IIと推移するが、 SK29 

から東濃型山茶碗脇之島3号窯式 (299)、SK24から土師器I皿Cl類 (297)が出土して

おり、ほぼ同時期に造られた可能性が向い。SKllからは古瀬戸 大熊の陶器片が出土し

ていることから、 3恭の遺構は連続して掘られたか、あるいは一連の遺構であると見られ

る。SK5.25.32.58の土坑群とは直線状に並び、方向もほぼ同じであることから、土

坑群 1. 2と同様、構であった可能性もある。

小結

土坑群 1-3及びS04は南区の南側という近接した位tli:で検出した遺構である。土坑

群 1-3が溝状遺構で尽ある可能伯は既に指摘したところであるが、注目すべきはその配置

と方向である。これらは全て同じ方向で、真東西より東が約5度北に傾く 。概ね磁北を用

いた場合の東西である。また土坑群 l東半と S04は南辺が揃っているようである。

土坑群 I東半は、西端がSK3口、東端は SK87と推測される。SK30より西の遺構であ

るSK 4 . S K39・SK33 . S K31やそれらが属する 11 . 1 0グリッドから山茶碗や古

瀬戸の出土が無いことから、西端は SK30で良いようである。また同様に東端についても 、

S K87の東の SB 5 . S K18・P16や 15グリッドから当期の造物は出土していない。た

だSK107.J5グリッドからそれぞれ東濃型山茶碗がl点出土 しているが、これは SO

4の端部がわずかに西方向へ延びる可能性を示唆するものである。土坑群2の東である 5

KI7.P42.SKI2からも当期の遺物が出土していないことから、 SK25を東端とするも

のと捉えることができるo 土坑群2と土坑群3は、わずかに位置にずれが生じており 、関

連が不明である。

以上のことから、それぞれの規模は、土坑幹 l東半は長さ約1O.5m、幅約1.8m、SO

4は長さ3.0m以上、幅O.9m、土:if(群2は長さ約8.5m、幅約1.8mを測ると推測できる。

また土坑群 lとS04の聞は約6.0mの空白地帯があり、 S04南端と土坑群2の北端の

距離はお)6.0mである。

このことは図面と造物の整理過程で推測したもので、現地での検証作業は行えていない。

よって可能性の指摘に留まるものである。
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第4傘 遺構と遺物

(2 )北区IV菌検出の遺構と造物

北区 IV商のベースとなる IV府中からは、古瀬戸後N期古段階、土師器lslC1績が出土し

ている。また IV而で検出された遺構からは、東濃型山茶碗脇之島3号窯式、土師器皿C1 

娯が出土する。全ての遺構から時期が判明する造物の出土があったわけではないが、北IV

而で確認できる遺構は、南区4期の遺構と同時期である可能性が極めて高い。

S K 129 (第22図第37区13∞)

北区の南側のほぼ中央に位置し、P235を切る。規模は長辺0.91m、短辺0.65mを測る。

この遺構の上限(1-410)の坦l土には炭 ー煤プロック、焼土塊が多く混じり、 5胞は被

熱しているo また、遺構の側而から底而にかけては硬化し、特に側而はより硬くなってい

る。底部にはピットなどの人為的な痕跡を確認することはできなかった。出土遺物は少な

く、小片が多いのもこの遺構の特徴といえる。上部構造などの復元をする根拠を得ること

はできなかったが、炭 煤ブロッ夕、焼土塊が混じり、被執し、硬化している部分が確認

できたことから、ここで何かを燃やしていたと考えられるが、明確な性格は不明である。

造物は16点出土し、大半が土師器であった。この中から山茶碗 ljhを実測した。300は

東i農型山茶碗で脇之島3号紫式に比定できる。

本遺構の築造時期は出土造物と北区IV!(?i上国で検出できたことから 4期のものと推測さ

れる。

S K 133 (第22図第37区1301)

北区の北側の中央部分に位世する。平而形は楕円形を呈す。規模は長径0.90m、短径0.60

mを市11るo :i.m土に炭焼土を微誌に含む。

出土造物の総数は35点で、古瀬戸後期の瀬戸美濃産陶得、土師器lslが出土 している。301

は土師器皿C2類である。

本遺構の築造時期は北区 IV胞上国で検出できたことから 4期のものと推測される。

S K 134 (第22図 。第37図302-306)

北区のほぼ中央に位世する。大形の土坑で、断而形は皿l状を呈する。撹乱のため平而形

は不整形に残存するが、本来は正方形に近い附丸方形の竪穴状遺構と見られる。規模は長

辺4.17m、短辺3.40mを測る。担土に 炭 焼土を微量に含む。

造物は161点出土しており、この中から山茶碗 1点、瀬戸美濃産附;得3点、土師;採血 1

点を実測した。302-304は古瀬戸製品である。3日2は後 I期の平碗、 303は後E期の割1Jll1、

304は後ill-N期の平碗である。305は東濃型山茶碗の碗であるが高台が晶い。よって脇之

島3号紫式に分類したが、底部が広く、通常のものと大きく器形が興なる。306は土師器

lJJlのC1類で、 l二l径IOcm程度のやや大型の法量である。

本遺構の築造時期は出土遺物と北区IV層上而で検出できたことから 4期のものである。
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第4節 4 WJの遺構と遺物

SKl34土...(8-8' • b-bライ/)
l にぷい貧褐色極細砂(民・燐土徹級協じる}

2 縄色シルト(炭 焼土徹"君臨じる)
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3 褐色結質土 ω2・燐土微盆混じる)

4 偽色粘質土
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下』57413h
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⑧ 
SK133 
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煤プログタ状に多量混じる}

3 にぶい前橋色材質土〈民 時赤褐色焼土塊君臨じる)

4 褐色シルト ωt微量混じる)

5 にぷい貧絡色ンルト{一郎依然して硬化}
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第22図北区 )V而検出遺構実測図
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S K 139 (第22図第37図307、3日8)

北区の中央の西容りに位世し、SD2、撹乱に切られている。平面形は円形を呈す。規

模は現状で長径0.82m、短径0.79mを測る。また、埋土には炭 ー焼土を微量に含む。

造物は32点出土しており 、この中から土師得J1I11点、鉄製品 l点を実測 Lた。307はC

1類の士郎器皿である。308は残っている部分が少な く、 全体の様子を知ることはできな

いが、断面形が三角形をしているため万と判断した。断面を肉眼観察したところ、刀身の

周聞に鞘らしきものが見られたため、分析に依頼した。その結果、鞘と断定するには歪ら

なかったが、布などの繊維質のものを巻いていた可能性を指摘された(第5章第5節参照)。

本遺構の築造時期は出土造物と北区IV服上簡で検出できたことから 4期のものと推測で

きる。

P 160 (第22図第37図309)

北区の北側の西寄りに位置し、SDllを切り 、P112に切られる。平而形は円形を呈す。

規模は長径0.46m、短径0.44mを測る。捌方底部に、上面が平坦な長辺35cm、短辺17cm、

厚さ9.5cmの木のプロァクが世iかれていた。柱を支えるものと見られ、半載したピットの

断面にも 、牲の痕跡(l屑)を確認できた。柱穴であることは間違いないが、対になるピッ

トは確認できず、建物などは検出されなかった。

出土造物は木製品 (309) 1占のみである。図上の上の中心部はやや凹んでおり 、柱を

乗せるために凹ませたものと考えられる。腐食のため、加工痕は確認することができなかっ

た。

本遺構の築造時期は、北区IV層上而で検出で尽きたことから 4期と推測できる。

その他の出土遺物 (第37医1311、312)

311はP135から出土した中国製の白磁で、腕と見られる。312はP144出土の土問IJ器で、

口縁部には指圧痕があり 、凹凸が激しい。

~tiv層出土遺物 (第40区1431-436)

431は尾被型山茶碗の碗である。432はC1類の土師探皿し 433は古瀬戸後町期古段階の

卸l皿、434は灰利陶器の段I皿の口縁部である。石製品が2点出土しており 、435はチャート

製の石銀、436は砥石である。

(3 )詳細な時期が不明の遺構と造物

S K91 (第19図)

南区の北側の中央に位置し、SD5に切られる。平而形は楕円形を呈すものと考えられ

る。規模は現状で長径L58m、短径0.81mを測る。jjJl土に若干の砂際と炭を含む。

造物は85点出土しているが、実inllできる遺物はなかったo東濃型山茶碗の破片が出土し

ていることから本遺構が4期に属するものであると判断した。
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第5節 5WJの遺構と遺物

第5節 5期の逃檎と造物

(1)北III而検出遺構 (5-)期)

北III面のベースである北川町からは古瀬戸後W期新、土n;p~ii JIIl B 1額 .B 2-a類 B 

2-b類が出土している。北山而検出遺構 北 11層から出土する遺物も同様であることか

ら、北III面検出遺構は戦国期のものといえる。北III陪は北区北端のみの篠認である。北区

近世以降の水田によって削平されているため、本来の範囲は不明である。

S X 12 (第23図第38匡1314-316)

北区の北端に位置するo 大半が調査区外になるため、平而形は不明である。規模は現状

で長辺2.62m、短辺2.24mを測る。断面形状は遺構端部から緩やかに下っていき、!止の近
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第4傘 遺構と遺物

くで若干低くな句、 二段落ちとなる。調査時は戦国期の構と考えていたが、調畳後に北西

側で工事立会を行った際、対岸の壁は確認できなかった。講ではなく 、池のような大きな

穴または落ち込みであると考えている。

造物は52，白出土しており 、この中から瀬戸美濃産胸器 l点、土師蒋皿12点を実測した。

314 ' 316は土師器I阻で、 314はM4類、316はC)類である。315は古瀬戸後N期の釜で、

肩部に剥離痕があり 、把手が付いていたと考えられる。

北区 III庖上商で検出できたことから、本遺構の築造時期は 5-)期である。

S B 15 (第24図第38図317，318) 

北区の北側に位世する掘立柱建物である。確認できる範囲では、建物の大きさは東西4，20 

m、南北6，59mを測る。主柱聞は東西約3副Dm、南北約2，90mを基本とし、南辺のみ柱と

柱の中間に小さい柱 (S6 15-5)を据えていたようで、北辺 中央には見られない。北

辺の中央にあたる位置にピァトがあるが、これは北 11層上而で検出されたもので、層位的

に興なる。全ての掘方の底には府平な川Jjit石が置かれており、また断固では柱痕が確認で

きた。また、S615の北半に炭 焼土昭(北区 11府)が広がる。S615と焼土居の関係に

ついては後述する。

造物は14点出土しており 、この中から土師椋皿1)点、鉄製品 l点を実測 Lた。共に S6

15-)から出土している。317はC2類の土帥罷皿である o 318は鉄釘で、建物に使用して

いたものと考えられる。

出土造物と北区 u層上面で検出できたことから、本法椛の築造時期は 5-)期である。

S K 130 (第25図第38図319-327)

北区の北側の中央部分に位i置する。東西方向のサプトレンチ掘削中に遺構が確認できた

ため、東側の一部は検出することはできなかった。遺構の規模は現状で長径L29m、短径

Q，83mを測る。胡I土全体に炭 焼土が混じっており、 2府には被熱している河原石が含ま

れていた。河原石が西側に集中することから、西側から東側へと廃棄されたと推測される。

造物は73点出土しており、この中から土自li器血6占、瀬戸美濃陶器3点を実測した。319

-321は瀬戸美濃陶器で、319は碗か皿lの口縁部、 320と321は古瀬戸後町期新段階の天目茶

碗である。321は同じく北E而で検出された P105(別添図5)出土の破片と接合している。

322-327は土師器j皿で、 322は62-a類、口径16cm以上の大型品である。それ以外は62

b類である。324と325にはタール艇が見られるo

出土造物と北区 11府上面で検出できたことから、本逃構の築造時期は 5-lJ切である。

S K 152 (第25 [~1 '第38図328-339)

北区の北側の西得りに位置する。平面形は西端が制牽区外になるが、不整楕円形を呈す。

規模は現状で長径2，06m、短径0，73mを測る。埋土に炭 焼土を微量に含んでいる。

この遺構からは72点の遺物が出土し、その中で53点が土帥器皿であった。実視I[造物はす

べて土師器Js1で、 328-330は6)鎖、 330は62-b類の可能性もある。331-336は62
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1 網色ンルト(炭 焼土プロック状微盆混じる)
2 附補色シルト(焼土プロック状に混じる

政プロッタ状に少盆混じる、僕混じる)
3 灰貨絡色粕質土(焼土決微量混じる)
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弘明

第25図 S K 130 . 152突出l図

a類、337-339はB2-b類である。313の外面底部に木目の圧艇が見られる。332の内面

には鉄を主成分とする赤色の付着物が観察できる。

出土造物と北区山居上而で検出できたことから、本遺構の築造時期は 5-1期である。

整地層北"'層 (第40図437-469)

北1Il層の分布は、北区北端から約10mの範囲に限定される。北区は元来北下がりの傾斜

を有する地形であったことは、第3章で述べたとおりで、北区南半が近世以降の遺構で削

平されたことを考慮しでも 、北区北半のみの限られた範聞にしか分布しない土居と推測さ

れる。

北1Il胞の直下の北 lV胞は、包含される造物と上面検出遺構の時期から、古瀬戸後町期古

段階に形成されたと見られる。一方、北1Il而検出遺構は古瀬戸後N期新段階のもので、わ

ずかな期間に北山層は形成されたと考えられる。鷺山地区での後W期新段階は、広い範囲

にわたって、大規模な土木工事を行う時期であり 、土昭に盛土状の堆積は観察できないも

のの、低地を埋め立て、屋敷地を造築した可能性が高いと考えられることから、北1Il層は

人為的な整地層と捉えている。

北1Il層からは多くの造物が出土し、その中から23出の実測を行った。土問J器皿は19占実

測し、その中ではB2-b類が6点(可能性があるものを含めると 8点)と主体を占める。

457 . 458は中国製磁器で、458は商宋期の青磁碗、457は15-16Cの白磁JITlである。瀬戸美

濃陶器は7占実測した。459は古瀬声後W期新段階の香炉の口縁部から胴部にかけての も

のである。4601;1:"，の底部。467は古瀬戸後E期の縁紬小J111の口縁部である。468は揺鉢で、

円板状に 2次加工されている。462は土問I質の羽釜、 465は土問I貿の焔焔である。469は碁

石で、那智黒の可能性がある。452は近世の小碗(杯)で、混入と見られる。

日
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(2 )北区 iii面検出遺構 (5-2期)

S A 2 (第26匡j)

第5節 5WJの遺構と遺物

北区の北n[llに位置する。南北方向の3つのピァトから構成される。確認できる部分では

長さ3.96m以上を測り 、柱間約1.90-2. 10mとなる。北端の SA 2-]のみ、捕方の底に

川原石が設置されていた。上部構造は不明である。

遺物は SA 2-]から出土した土帥器片 1占のみであり、実測できる造物はなかった。

本遺構の築造時期は北区 11陪上而で検出できたことから 5-2期のものである。

S K 127 (第26図第38図342)

北区の北側に位置し、撹乱に切られる。平而形は撹乱により一部壊されているが、楕円

形を呈す。規模は現状で長径2.26m、短径1.Olmを測る。埋土に炭 焼土を微量に含んで

いる。

遺物は26点出土しており、この中から土師器皿 I点を実isIIした。342はB2-b類と見ら

れる土師得JlIlである。

北区 11府上聞で検出できたことから、本遺構の築造時期は 5-2期である。
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第4傘 遺構と遺物

焼土層北 11層 (第40図470-475)

北 11府の炭 焼土居は広い範囲には見られず、SB 15の周辺にのみ確認できた。また、

S B15の南西側にある SK 130には被熱した河原石が廃棄されていたこともわかった。

このような状況を考えると、 SB15が火災に遭い焼失した直後、燃えた残骸を整地した

ために SB15の周辺に北 11層の炭 焼土層が広がっているものと推測される。北 11層上而

にSA2など構築物があることから、直後に再び使用していることが分かる。SK130か

ら出土した被熱した河原石は、屋棋の重しな?と SB15に使用されていたものが廃棄された

状況と見られる。

また、 SK130とP105から出土した天目茶碗が接合しており 、北1lJ府上国で検出された

遺構は、同時に埋没していると推測されると同時に、 5-2期の整地の範囲は確認された

炭 。焼土層より南へ広がっていた可能性が高い。

北 11聞は SB 15焼失後の整地の際に形成された聞であり、北区m層上面の遺構とあまり

時期差はないものと推測できる。多くの造物が出土しているが、この中から 6出実測を行っ

た。470はB2-a類の土師器1111，471-473はB2-b類の土師器1111である。475は明和 l号

紫式~大畑犬洞4号紫式の東濃型の山茶碗の碗の口縁部である。

(3 )詳細な時期が不明の遺構と造物

S D 6 (第27図第38図343-360)

北区の南側に位置する。上部が近世の水田 撹乱により削平されているため、掘削され

た而は不明である。流路を東酋方向にとり 、両端は調査区外に延びる。このため全長は不

明であるが、現状で長さ8.87m、幅2.03mをill'jる。深さは0.69mとなる。SD6は埋土と

坦l土の附に鉄分が溜まる府がある こと、断面の観察から堆積の仕方が南側は薄いのに対し、

北側はブロック状に堆積していることから、 一度掘り直されている可能性がある。しかし

ながら、地盤が砂層であるため、講の掘削直後に壁而が崩落し堆積した層と、水性堆積の

違いに過ぎないとも考えられる。断面形状は、記録を採った3箇所とも 、底に一段深い部

分が確認されるo

造物は330占出土しており 、この中から瀬声美濃産陶器4占、土師器皿10，，，などを実i11lj

した。343-345は古瀬戸製品で343は揺鉢の口縁部、 344' 345は緑納小JITlの口縁部である。

346は瀬戸美濃陶器の口縁部であるが、器離は不明である o 347-356は土siU器II1lである。

347-349' 354はB1類、 350-352はB2-a類、 353はB2-b類、 355' 356は小型製品で

ある D1類である。353はB2-b類に分類したが、外而に規則的な抑圧痕が巡り、 B1類

の可能性もある。358は須恵器の口縁部であるが、得種は不明で、外商に細かいカキ目を

施す。

遺構の時期は、出土造物から 5期の遺構であることは間違いない。この時期、鷺山地区

では広範囲に区画構が検出される。SD6は、それらと方向を同一にするもので、同様な

区画溝と断定できる。後世の削平により、遺構掘削而は明かでないが、 SB15と主軸が揃っ

ており 、また広範閣の開発にあたり 、最初に溝などによる区画を整備すると考えられるた

め、 5-[)羽の遺構と推測される。
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第6節 6期の遺構と造物

北区の中央から南にかけて、当期の遺構が多く確認できた。5X 1、5X6-11は水田

跡、 5A 1は盛土による道、 501-3は地境の溝である。501が5X 1 eによって埋

められることを除けば、遺構の配置状況から見て、|司時期に展開していたと考えられる。

明治期の地籍図と今回検出した道路や地割りはほぼ合致するが、土地の利用状況は畑に変

わっている。また昭和10年頃に道路が新設されるが、恐らくそれに伴って区画整理が行わ

れるようで、昭和20年に米軍が撮影した空中写真では、現在に至る地制りに変わっている。

S A 1 (第28図)

土塁状の盛土である。地籍図には道として描かれているもので、近世に造られたものが

そのまま利用されていたと考えられる。上而の幅1.85m、基底部の幅2.17m、高さ0.76m

をi則り、上而には円磯混じりの砂層が堆積している。盛土の中程には深さ0.5m以上のわt

痕が検出でき、 1-2mの間隔で緩やかな弧を描くように並んでいた。杭手IJの性格は、土

留め用の板を支えるためのものである可能性が考えられるが、セクンヨン図から読み取れ

る盛土構造からは、拡幅している様子は見られない。北区西壁のセクンヨン (別添図7の

セクション 3)によると、地山の砂胞を掘り窪め、その中央に盛土を行っている様子が観

察でき、 5Alの両側には側溝のような溝状の遺構が同時にあったようである。ただし平

而的にはそれらの遺構は擁認されていないため、地境でもある 5X9より酉でのみの施設

かも知れない。なお、別添区16のセクシヨン lは調査当初の先行トレンチによって縦断的

に断ち割ってしまった断而図である。

出土造物は破片のみで、実測できるものはなかった。出土造物の中に近世のものが一定

益出土しており、近世に築造されたものと考えられる。

S 0 1 (第28図第39図362-370)

5Alとの境界都を、調査当初の先行トレンチによって縦断的に断ち割ってしまったた

め、両者を平面的に確認することができなかった。 トレンチ底にわずかに残った埋土の状

況では、両者が重複することなく造られていたことが確認できる。地籍図による道の範聞

も501と重なることがないため、道に平行して機能した講であると判断した。北側の肩

を検出できていないが、調査区壁面での確認からjft測すると、ほぽ21東酋に向きを持つ構

であるといえるo 調査区の中程、地籍図での地境で閉じ、西の地割りには延びない。西半

は埋没後に 5X 1 eが造られており、ある時期に埋められた可能性が向い。遺構の規模は

現状で長さ10.20m、幅1.64m、深さ0.59mを測る。

造物は170占出土している。この中から土問1器皿9点を実視IJした。364はB1類、 367-

369はB2-b類、 365. 366はB1類かB2類である。362はM類で、 370はC2類、 363は

C 1類の可能性があるものである。明確に近世に下るものは無く、戦国期のものが最新の

造物群であるが、他の遺構との関連から近世のものであると判断した。

曲
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明治の地籍図によlる地割り
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第4傘 遺構と遺物

SD2・S0 3 (第28図第39図371-373)

おおよそ南北方向の小規絞な溝である。地籍図での地割りとほぼ平行するが、いずれも

位置が1.5m程西にずれている。SXlの西半と東半の境界部も同様であることから、そ

れぞれが当時の地割りを示すものであると考えられるが、地籍図との不整合の理由は分か

らない。

SD2の最新遺物は古瀬戸製品であるが、 SD3からは近世のものが出土している。371

はSD2出土の瀬戸美濃陶器で、古瀬戸後W期新段階~大熊第 l段階の緑利JITlである。

372 . 373はSD3出土の瀬声美波陶器で、共に近世の摺絵皿である。

S 0 5 (第29図第39図374-393)

南区の南に位置し 、 SKn ' SK~ ' SK~'SK~ ' SK91 を切る 。 SD3 との切り

合いは不明である。流路を北西 南東方向にとり、ii'ii端は調査区外に延びる。このため全

長は不明であるが、現状で長さ約9.96m、幅2.00mを測る。断而形は扇平なU字形を呈 し、

深さ約0.8mを担IJる大規模なものである。部分的にテラス状になるところが見られる。

造物は170白出土している。その中から瀬戸美濃陶器4点、土師器皿10出、土師器3出、

須恵器2点、山茶碗 I点を実視IJした。391は磁器の碗で外面に染付が見られる。392. 393 

は連房第 1-2小期の瀬戸美濃陶器で、 392はllIlの口縁部、 393は貨の口縁部である。380

は古瀬戸後N期新段階の香炉である。381-390は土師器皿である。377. 378は須恵器で、

377は尾張産の平瓶の口縁部である。374-376は土師器で、374は受口状口縁受で、内而に

横ハケ調整が見られる。376はパレス蛮の口縁部、 375は台付懇である。379は尾張型山茶

碗の底部で、高台が剥離している。392が最下層から出土していることから本遺構の築造

時期は6期であるが、近世初頭に掘削されている可能性が高い。

S X 1・6-11 (第28図 。第39区J394-416)

S X 1は南区、SX6-11は北区に位置する。南区と北区と広域に分布する水田の跡で

ある。SX6-8'11は明治の地籍図の地剖りとほぼ平行するように水田が区画されてい

たことが確認できた。また南区北側で分析を行った結娘、プラント オパールを確認する

ことができた (第6章第2節(1)参!!の。このため、この地点で稲作を行っていた こと

を示しており、 自然科学分析からも水田であることが明らかとなったo

出土造物は SX 1からは565占と多くの遺物が出土した。この中から23市を実iP1Jした。

394は縄文土器の口縁部、 395. 396は受口状口縁裂の口縁部、 397は高杯の口縁部である。

398は須恵器の防相、の脚部、 399は得槌不明の口縁部で須恵器の可能性がある。400は灰紬

陶器の碗、 401は消郷型鍋の口縁部、 402は東濃型山茶碗、 403は古瀬戸後W期新段階の天

目茶碗、 404-4ωは土問j器皿である。410は室町~戦国時代の風炉の口縁部。411は志野の

llIlで連房第3-4小期、 412は瀬戸の陶得の腕で連房第8-9小期。413. 414は近世のも

ので、 413は美濃の陶器の鉢、 414は青磁の碗である。415・416は土鈴で、 415は肩部に沈

線が描かれる。394以外の造物の時期は本調査区で確認できているもので、削平によって

混じり込んだものと理解することができる。
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第4傘 遺構と遺物

第7節 時期不明の遺構と造物

N R (第30区1.第39匡1420-423)

P区で検出した自扶流路である。流路を南北方向にとり 、両端は調査区外に延び、流路

の西肩も調査区外であるo このため全長 幅共に不明であるが、現状で長さ14.62m、幅

3.72m以上、深さは0.91m以上を測る。自然流路と判断したため完掘は行わなかった。

NRはPiii胞を切って流れており、古噴時代前期頃からの自然流路であると考えられる。

土層観察の結染、堆積土は古墳時代前期と戦国時代以降に 2時期にわたって堆積し、セク

シヨンと平面においても堆積の速いを確認することができた。

古墳時代前期の堆積土においてはセクンヨン b-b の17層において落ち込みを確認し

た。 トレンチの反対側の壁においても同じ落ち込みを篠認することができたが、 平面では

確認することができなかった。この落ち込みは、古噴時代前期に杭を打ち、護岸工事など

を行った可能性がある。しかし、木片などは確認することはできなかった。また、セクンヨ

ンc-cの南側でも 2つの浅い落ち込みを確認Lた。この2つの落ち込みは非咋Jに浅かっ

たため、先に述べた落ち込みとは異なるものと考えられる。

戦国時代以降の堆積土においてはセクション Cーピ 、d-d はセクション b-b に比

べNRの肩の角度は急である。これはセクション c-c、d-d 部分あたりが、NRの

西へ曲がっていく部分、ちょうど屈折点となるためであると考えられる。水の流れによっ

て佼食したため、流路の肩の角度が急になっていると考えられる。また、P区調査開始前

に北側で工事立会を行ったところ戦国時代以降の主rr土と同じ1m土が広がっていたため、北

側に続くようである。南側は先に述べたように土層観察から P区の南側で大きく西へ曲

カミっていくと推測している。

造物は137点出土しており 、この中から土師器3点、土師器JITl1点を実測した。42日 422 

421は土師器で、420は5字状口縁台付斐の口縁部で、口線外面2段目に事1''11き車'1突文があ

るA類である。422は底部だけが残っており器種は不明である。内閣には丁寧なミガキ調

整が施されている。421は有稜高杯である。423は戦国時代以降の堆積土 (11層)から出土

した土師器皿で、C2類の可能性がある。

その他の出士遺物 (第39図417-419、424-426)

遺構の時期が特定できなかったが、実測した造物について記述する。417はSX3から

出土した近世の肥前産の碗である o 418はSX4から出土した美濃産の陶器で、連房第10

小期の筒形腕である。419はSX23から出土した畿内系の須恵器の身である。424はSK9

出土のC1類の可能性がある土師器皿lである。425はP68出土の土鈴である。426はP260

出土の灰紬陶器の碗の底部である。
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第4傘 遺構と遺物

第8節各層の出土遺物

北川'"111層出土遺物 (第40図476-48])

11胞からサプト レンチを掘った際に出土した造物である。476は古瀬戸後W期新段階の

筒形香炉、外而のみ鉄粕が施される。4801ま古瀬戸後N期の碗の口縁部である。477は土師

器皿C2類、478は土日jlJ器1IIlB2-b類で、仁l縁部にタール痕が見られる。

北 t層出土遺物 (第40図482-485)

l屑の中でも 、近代の水田と考えられるところから出土したものである。表土と撹乱か

ら出土したものは後で記述する。482は美濃須衛産の須恵器の杯身で、7世紀後半のもの

である。483は近世の瀬戸美濃陶器の碗。484は土siu器1IIlB2-a類。485は19世紀の瀬戸美

濃磁器の皿で内面に染付が見られる。

Piii層出土遺物 (第40図486-493)

486-493はすべて土師器である。486は5字状口縁台付賓のA類。487-489は台付要で

ある。490・491は有段出杯で、490は口径が30cmを越える大型製品である。492は出柄、の脚

部。493は賓の口縁部で、内外商に横ハケ調整を施す。

南区E層 (包含層)出土遺物 (第41-44図494-662)

南区ではE胞の掘り下げ遺構検出の際、グリフトごとに造物の取り上げを行った。整

理の段階で分析を行ったが、傾向を見いだすことはできなかったため、グリッドごとでは

なく、 遺物の種類ごとに実視IJ図を掲載した。

494-566、568、569は土師器である。504はZ11の頚部である。頭部の外而に沈線が施さ

れ、口縁部に近い内而部分に櫛描文が施文される。506は査の底部である。外而の底に粘

土を足しているが、調整が不十分で貼り付けた{足跡が明瞭に確認できる。接地面は非市に

狭いが平坦な部分を作りだしている。514. 515は器壁が非常に薄 く作られ、口縁部が直口

するもので、外而にススが付着している。両者は同一個体の可能性が町い。今回、遺構か

らは出土しておらず、同種のものは2占以外見られない。516は加飾珪の口縁部と見られ

る。表装に突帯を貼り付け、斜め方向の櫛捕文を施している。表而には山形文が崩れた棟

な文様が描かれており 、裳而には口縁端部に羽状文が描かれている。内外両而に赤彩が施

される。518は今回唯一確認できた5字楚D類である。549は有稜高柄、の口縁部で、外而に

櫛描直線文と斜裕子文が交Eに捕かれている。560. 561は器台で、内外而共に丁寧なミガ

キ調整が行われ、口縁端部の外而には櫛捕直線文が施されている。568はミニチュ7土器

の底部である。

567 . 570-573は土製品である。567. 571-573は用途不明な土製品である。隅丸方形の

角の様な断而形状を呈 し、筒状に復元できるものであると考えられる。l人l外而共にハケ調

整を行っている。571の形状は円形の土板状のものと考えられ、側而には線刻が施されて

いる。572は焼成が甘く、 生焼けである。断面は円形を呈す。何かの把手の可能性も考え

られる。573は耳形を呈し、やや湾曲する。SK67から同じ形をした土製品が出土してい

る。570は土製の勾玉である。

574-610は須恵器である。594は蛮の口縁部で、波状文が施される。596は甑の底部。602

面
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第8節各府の出土壇物

603は碗の口縁部で、口縁端部が凹状になるものである。610は美濃市丸山姥産の長頚獲の

口縁部で、外而に縦方向のハケ目が施される。

61!-619は古墳時代後期から古代の土師器である。61!の器極は不明である。土問IJ器と

したが、底部に横方向のケズリがみられ、焼成不良の須恵得の可能性もある。617は平底

受を模したと見られる土製品である。618. 619は美濃式 1類の焼塩土器である。

620は中世，.，w;滑産の招鉢である。621-625は灰紬陶器で、621は花瓶の口縁部である。626

-632は山茶碗。633・634は瓦質土器で、633は室町~戦国時代の風炉の口縁部である。635

636中国製の磁器で、635は青磁の香炉、636は染付皿で、碁笥jまになると見られる。共に

明代のものである可能性がある。637は中国製の白磁腕の底部である。638-643は土師器

皿である。644-652は瀬戸美濃陶器である。遺構は確認されていないが、大窯第 1段階か

ら第3段階のものが出土している。645は底部以外を打ち欠いており 、2次加工されてい

る。653-658は土錘。659は鉄製品である。断而にV字状の講があり 、木固などは確認す

ることはできなかったが、木身に装着するためのものであったと考えられる。U宇状の鍬

鋤先の一部であると考えられる。

660は砥石。661は土鈴で、662は土鈴の中に入っていたと考えられる士玉である。

南区サブトレンチ出土遺物 (第44区1663-677)

663-677はサプト レンチを入れた時に出土した造物で、大部分はE府あるいは遺構坦l土

から出土 したものである。663. 664 . 668は須恵器で、663は鉢の口縁部、664はかえりの

付く査である。665. 670-673は土師器である。666. 667 . 677は土師器皿、669. 674-676 

は瀬戸美濃産陶器である。

表士 (第44図678-687)

678-687は表土から出土したもので、主に1f機掘削の時に出たものである。678は今回

の調査で唯一確認できた水神平型式の弥生土器の深鉢で、外而に羽根状条痕が見られる。

680 . 681 . 685は須恵器で、681・685は美濃須衛産である。682はC2類の土師器皿である。

683は南部系山茶腕、684は古瀬戸後E期の折縁小Jlllである。686. 687はロクロ土師穏で、

687はIC世紀の小碗である。

撹乱など (第44図688-703)

688-701は撹乱、702は排士、 703は出土場所不明なものである。692は石鍛で、石材は

下呂石である o 698は土製の而で、 人の顔が表現されている。近世の玩具であろう 。701は

16世紀の青磁の鈎連弁文碗である。702は土師器で、甑の把手部分と考えられる。非'm'に

硬 く焼き締ま っている。弧状を描 くのではな く、 ほぼ直線で、上而に小さい粘土塊を 2つ

付け、滑り止めのようにしている。時期は不明であるが、古墳時代や古代のものではない

と考えられる。比較的新しいものであろう。703は須恵器の蜜で、外而には格子目タタキ

痕があり 、内而には同'L、円文当具仮が見られる。
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第4傘遺構と遺物
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第4傘 遺構と遺物
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第5章 自然科学分析

第l!lil 花粉化石群集

(1)鷺山市場遺跡南区の花粉化石群集

新山雅広 (パレォ 。ラポ)

1 はじめに

鷺山市場遺跡は、岐阜市に所在する。ここでは、近世の古植生の推定および水田胞の検

証を目的として花粉化石群集を検討した。

2 試料

花粉化石群集の検討は、南区の3地点 (A2、A4、B6地点)より採取された合計4

試料について行った。以下に、各地出の試辛|を記載する。なお、時代については、いずれ

の試料も近世以降 (おそら く近世)と考えられており 、A2、B6地市の試料については

プラ ント オパール分析も行われた。

A2地点(1試料) 本地点は、6胞に防位区分される。試料は、水田胞の可能性が考

えられている上位より北区セ クンヨン 1の10層より採取された。灰褐色粘質土で根状や塊

状の褐鉄鉱が認められる。

A4地出(1試料) 灰色砂質粘土居より採取された。褐鉄鉱が認められ、特に上而で

の集積が苦しい。本層は、B6地出の試料 2の土層に相当する可能性が考えられているが、

水困層ではない。

B6地点 (2試料) 本地点は、6府に府位区分される。試料は、水田府の可能性が考

えられている北区セクン ヨン 1の8屑 (試料1)と北区セクンヨ ンIの10層(試料 2)の

土問より採取された。試料 iは、褐灰色土で褐鉄鉱がまばらに認められる。試料2は、灰

褐色粘質土で褐鉄鉱がまばらに認められる。

3 方法

花粉化石の抽出は、試料約 2-3gを10%水酸化カリウム処理 (湯前約15分)による粒

子分離、傾斜法による粗粒砂除去、7'/化水素酸処理'.(約30分)による珪酸塩鉱物などの

溶解、アセト リシス処型 (耐 酸による脱水、濃硫酸 1に対して無水酢酸9の混液で湯前約

5分)の順に物理 ー化学的処理を施すことにより行った。なお、フッ化水素酸処理後、重

液分離 (臭化亜鉛を比重2.1に調整)による有機物の濃集を行った。プレパラー ト作成は、

残誼を蒸留水で適量に希釈し、 卜分に撹排した後マイクロピベットで取り 、グリセ リンで

封入した。検鏡は、プレパラート全面を走査し、その聞に出現した全ての種額について同

定 計数した。なお、複数の分類群をハイフンで結んだものは分類群附の区別が困難なも

のである。

l凹
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第5傘 自?兵科学分析

4 花粉化石群集の記載 (第31表、図版15-)) 

全試料で同定された分類群数は、樹木花粉7、草本花粉7、形態分類で示したシダ植物

胞子2である。いずれの試料もー|分な花粉化石が産出せず、花粉化石分布図として示すこ

とができなかった。以下に、各地，山の花粉化石群集を記紋する。

A2地点(l試料) 革本のアブラナ科と分類群不明が各 l個産出したのみであった。

A4地占(l試料) 樹木花粉のスギ属、クリ属、革本花粉のイネ科、アカザ科ヒユ

科、シダ植物胞子が僅かに産出した。

B6地点 (2試料) 試料 Iは、樹木花粉のマ、ノ属複維管東亜属、革本花粉のイネ科、

アカザ科ーヒユ科、アブラナ科、ンダ組物胞子が僅かに産出した。試料 2は、他試料より

は花粉化石の産出個数が多かった。樹木花粉は、マツ属(不明)が若干目立ち、マツ属複

維管東亜属、スギ属、ハンノ キ属、コナラ亜属、クリ属が僅かに産出した。草本花粉は、

イネ科が比較的多産し、アブラナ科が若干目立った。他に、ソパ属、アリノトウグサ属、

ヨモギ属、タンポポ亜科が僅かに産出した。

5 考察

検討した結来、いずれの試料も 卜分な花粉化石が産出せず、近世の古植生を推定するこ

とはできなかった。当時の森林は、針葉樹のマツ属複維管東亜属、コウヤマキ属、スギ属、

落葉広葉樹のハン ノキ属、コナラ亜属、クリ属を含む植物相であったと言うにととめざる

を待ない。B6地点の試料 2では、ソパ属が産出したことから 、付近にソパの栽培地が存

在していたと考えられる。また、若干目立ち、有用植物を多 く含むアブラナ科も栽培され

ていた可能性がある。そのような耕作地周辺には、アリノトウグサ属、ヨモギ属、タ ンポ

ポ亜科などが茂る人為的干渉の強い草地が存在Lていたであろう。このような草地の存在

が予想されることから、比較的多産するイネ科は、ススキ、シパなどを古む可能性が考え

られる。なお、花粉化石は、水成堆積物である場合には良好に保存されるが、土壊のよう

な酸化条件下では化学的風化により分解 消失L、更にバクテリアによる蝕害も受ける。

検討した試料は、花粉化石の保存状況が惑いことから、少なくとも水成環境で安定して堆

積したものとは考え難い。つまり 、常時i帯水した環境ではなく 、乾燥ないし乾湿を繰り返

す堆積環境であったことが示唆される。

6 おわりに

近世の鷺山市場遺跡の南区B6地市付近には、ソパの栽培地や人為的干渉の強い草地が

存在L、アリノ トウグサ属などが生育していた。検討したA2、A4、B6地点の堆積物

は、乾燥ないし乾湿を繰り返す環境で堆積したものと考えられた。
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第 l節花粉化石群集

(2 )鷺山市場遺跡北区 SD 6 . S X12の花粉化石群集

新山雅広(パレオ ラポ)

1 はじめに

鷺山市場遺跡は、岐阜市に所在する。ここでは、戦国時代の区画講坦l土を試料とし、当

時の古植生および古環境の推定を目的として花粉化石群集を検討した。

2 試料

花粉化石群集の検討は、北区の SX12主II土より採取された l試料およびSD6樫土より

採取された 2試料の合計3試料について行った。SX12の試料は、最下層より採取され、

暗灰黄色粘土。SD6は、構埋土下層の上位と下位の2試料が採取された。上位屑は、暗

灰黄色砂混じりシルト質粘土で、径5cm程度の礁を含み、褐鉄鉱が認められる。下位照は、

時灰黄色粘土質砂で造物片を含み、褐鉄鉱が認められる。

3 方法

花粉化石の抽出は、試料約 2-3gを10%水酸化カリウム処理(湯前約15分)による粒

子分離、傾斜法による粗粒砂除去、ファ化水素酸処理!(約3C分)による珪酸塩鉱物などの

溶解、アセト リシス処型(氷耐酸による脱水、濃硫酸 lに対して無水間酸9の混液で湯煎

約5分)の順に物理 化学的処理を施すことにより行った。なお、フッ化水素酸処理後、

重液分離(臭化並鉛を比重2.1に調整)による有機物の濃集を行った。プレパラート作成

は、残i査を蒸留水で適量に希釈し、 ト分に撹排した後マイクロピベァトで取り 、グリセリ

ンで封入した。検鏡は、プレパラート全面を走査Lた。

4 花粉化石群集の記載

いずれの試料も花粉 胞子化石を全く産出しなかった。

5 考察

検討した結果、いずれの試料も花粉 胞子化石を全く産出せず、古植生を推定すること

はできなかった。花粉化石は、水成堆積物である場合には良好に保存されるが、土壊のよ

うな酸化条件下では化学的風化により分解 消失し、更にバクテリアによる蝕害も受ける。

検討した試料は、花粉 胞子化石が全く産出しなかったことから、少なくとも水成環境で

安定して堆積したものとは考え難い。つまり 、常時滞水した環境ではな く、 乾燥ないし乾

混を繰り返す堆積環境であったことが示唆される。

6 おわりに

S X12と戦国時代の区画溝 (SD 6)の埋土は、乾燥ないし乾湿を繰り返す環境で堆積

したものと考えられた。
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(3 )鷺山市場遺跡北区S07-S09-S011の花粉化石群集

新山雅広(パレオ ラポ)

1 はじめに

鷺山市場遺跡は、岐阜市に所在する。ここでは、古墳時代~古代の古植生および古環境

の推定を目的として花粉化石群集を検討した。

2 試料

花粉化石群集の検討は、北区の構 (S0 7、S09、S011)より採取された合計3試

料について行った。試料は是正土id下部より採取され、時灰黄色シルト質粘土である。なお、

時代については、いずれも古墳時代~古代である。

3 方法

花粉化石の抽出は、試料約 2gを10%水敵化カリウム処理(湯前約15分)による粒子分

離、傾斜法による粗粒砂除去、フッ化水素酸処理(長!，30分)による珪酸塩鉱物などの溶解、

アセトリシス処理(酢殿による脱水、濃硫蔽 1に対して無水酢蔽9の混液で湯前約5分)

の順に物理 ー化年的処理!を施すことにより行った。 なお、7"/化水素殿処理後、重液分離

(臭化亜鉛を比重2_1に調整)に よる有機物の濃集を行った。プレパラー ト作成は、残i丑

を蒸留水で適量に希釈し、十分に撹枠した後マイクロピペットで取り、グリセリンで封入

した。検鏡は、プレパラート全而を走査した。

4 花粉化石群集の記載

SOllは、ンダ植物の単粂型胞子を l点のみ産出したが、 S07、S09は花粉 胞子

化石を全く産出しなかった。

5 考察

検討した結来、産出した花粉 ・胞子化石は、SOllの単条型胞子 1点のみであり 、古植

生を推定することはできなかった。花粉化石は、水成堆積物である場合には良好に保存さ

れるが、土捜のような酸化条刊下では化学的風化により分解 消失し、更にバクテリアに

よる蝕害も受ける。検討した試料は、花粉 ー胞子化石が産出しなかったことから、少なく

とも水成環境で安定して堆積したものとは考え難い。つまり、常時滞水した環境ではなく、

乾燥ないし乾湿を繰り返す堆積環境であったことが示唆される。

6 おわり に

古墳時代~古代の構 (S07-S09-S011)の製土は、乾燥ないし乾湿を繰り返す

環境で堆積したものと考えられた。

112 



- 113 -

第 l節花粉化石群集

(4)鷺山市場遺跡P区の花粉化石

鈴木茂 (パレオラポ)

1 はじめに

鷺山市場遺跡において行われた発掘調査でP区より土壊試料が採取された。以下に遺跡

周辺の古植生を検討する目的でこの土壌試料について行った花粉分析の結栄 考察を示

す。

2 試料と分析方法

試料はP区の自然iitE路NRより採取された2試料 (S1、S2)である。これら 2試料

について、S1はオリーブ灰色の砂質粘土、S2はオリーブ褐色の粘土質砂である。時期

はS1が戦国時代以降、S2が古墳時代初頭と考えられている。花粉分析はこの2試料に

ついて以下のような手順にしたがって行った。

試料(湿量約5g)を述沈管にとり 、10%の水酸化カリウム浴液を加え20分間湯前する。

水洗後、0.5mm自の飾にで植物遺体などを取り除き 、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。

次に46%のフッ化水素駿浴液を加え20分間放置する。水洗後、比重分離 (比重2.1に調整

した共化亜鉛溶液を加え遠心分離)を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処

理を行い、続けてアセト リシス処理 (無水間酸9: 1濃硫酸の割合の混酸を加え3分間湯

前)を行う 。水洗後、残盗にグリセリンを加え保存用とする。検鏡はこの残誼より適宜プ

レパラートを作成して行い、その|捺サフラニ ンにて染色を施した。

3 分析結果 (第32表、図版15-2) 

検出された花粉 ー胞干の分煩群数は、樹木花粉2、革本花粉2、形態分類で示 したンダ

植物胞子2の総計6である。これら花粉の一覧を第32表に示 したが、待られた花粉化石数

が非常に少なかったことから分布図としては示すことが出来なかった。なお表においてハ

イフンで結んだ分類群はそれら分類群附の区別が困難なものを示 している。

観察の結栄待られた分類群は、樹木額ではコナラ属コナラ亜属とニレ属ケヤキ属、草

本績ではヒユ科、アブラナ科、ンダ植物では単粂型と三条型の計6分類群であった。なお

花粉化石は S1のみからの産出であった。検出個数について、花粉化石はすべて 1個体の

みで、コナラ亜腐を除いては破片であった。

4 分析結果について

上記したように観察された花粉化石数は分類群数とともに非泊に少なかった。花粉は一

般に丈夫な外艇を持ち、池や温地、海などの水域環境下では良好な状態で保存される。 し

かLながら水の担い環境下では紫外線や土撲バクテリアなどによ って容易に分解されてし

まう。今回の試料は自扶流路を改作して使用されていると考えられているが、上記のこと

から試料採取地点は常時水がついていたような環境ではなかったと推測され、多くの花粉

は紫外線や土器iバクテ リアなどによ って分解 消失してしま っているのではないかと思わ

113 



- 114 -

第5傘 自?兵科学分析

れる。

5 古植生について

上記したように花粉化石はほとんど得られていをいことから、逃跡周辺の古植生につい

て言及するのは難しい状況である。その中強いて言えば、花粉化石がわずかながら観察さ

れた S1、すなわち戦国時代以降においてコナラ亜属やニレ属ーケヤキ属が生育する落葉

広葉樹林が逃跡周辺に存在していた可能性が推察される。またヒユ科、アブラナ科、ンダ

植物などの雑草類もみられたと思われる。
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布l 名

樹木

マツ凪檀維廿東軍属

マツ属 (不明)

コウヤマキ属

スギ属

ハンノキ属

コサラ属コサラ軍属

クリ届

草本

イネ不十

ソパ届

アカザ科ヒユ科

アブラナ科

アリノ トウグサ高

ヨモギ凪

タンポポ車科

ンダ植物

単条型胞子

三条型胞子

樹木花粉

革本花粉

ンダ継物胞子

花和胞子総数

不明花粉

利H 名

樹木

学 名

Pinlls subgen. Diplo.εxylOJ噌

Pil/llJ (Unknown) 

Sα<Idopitys 

Cryplomeria 

A/nlls 

Qllercus slIbg叩 Lepido向 /</nus

Cas/al!叩

Gramincac 

Fagop)'flllII 

Chcnopodiacωc-Amaranthac帥 3

Crllcifcrac 

Ha/orag“ 
Anemisω 

LigllJinorac 

Monolctc sJ>Orc 

Trilitc sJ>O陀

'̂加realr地 llcn

Nonarborcal J>Ollcn 

S凹陀5

1"otal Pollcll & Spo陀$

U目knownpollcn 

第31表 南区花粉化 石産出一党

学名

A2 

O 

l 

O 

コナラ属コナラiJP.凪

ニレ届ケヤキ凪

QlIerclIs slIbgcn. LePU!t;加 IWIIIS

U/mω Zelk，ω'a 

草木

ヒユ科

アブラナ科

ンダ植物

単!f，型胞子

三条型胞子

樹木花粉

事木花軒

ンダ植物胞子

花粉胞子総数

不明花粉

第32表

Amaranthaccac 

Crllcifcrae 

Monolctc spore 

Trilωe sporc 

Arborcal pollen 

NOIll¥rbo問自1pollcn 

Spo問 S

Total Pollcn & Sr抽 出 $

Unkouw目 poJlcn

P区花粉化 石産出 一 覧表
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A4 B6-1 B6-2 
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S 1 S2 
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3 

6 

3 

10 

4 

15 

O 

6 

2 

2 

36 

7 

1 

3 

6 

3 

14 
49 

9 

72 
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第2節 プラント ・オパール分析

(1)鷺山市場遺跡南区のプラ/ト ・オパール

鈴木茂(パレオラボ)

1 はじめに

イネ科植物の葉に形成される機動細胞珪酸体については藤原(1976)や藤原佐々木

(1978)など、イネを中心としたイネ科植物の形態分類の研究が進められている。また、

土壌中より検出されるイネのプラント オパール(機動細胞珪酸体)個数から稲作の有無

についての検討も行われている(藤原 1984)。こうした研究成果を用いて近年プラント

オパール分析から稲作の検討が各地 。各遺跡で行われている。

鷺山市場逃跡においても発掘調査に伴い土照断而より採取された土壌試料についてプラ

ント オパール分析を行い、土壌試料を採取した土居が水困層か否かについて検討した。

2 試料 と分析方法

分析用試料は南区SXlからグリット 86のセクシ ヨン 5の5昭と 6層よ り採取された

2試料 (試料番号 1、2)と同区グリツト A2のセクンヨン lの8防より採取された l試

料(試料番号3)の計3試料である。各試料について簡単に記すと、試料1はやや粘性の

強い灰茶色土、試料2は粘性の強い灰褐色土である。また試料3は掲灰色土である。時期

については3試料とも近世以降と考えられている。プラント オパール分析はこれら 3試

料について以下のような手順にしたがって行った。

秤註した試辛|を乾燥後再び秤設する(絶対乾燥重量測定)。別に試料約 1g (秤量)を

トールビーカーにとり、約0.02gのガラスビーズ(直径約40μrn)を加える。これに30%

の過際化水素水を約20-30cc加え、脱有機物処理を行う 。処理後、水を加え、超音波ホモ

ジナイザーによる試料の分散後、沈降法によりlOflm以下の粒子を除去する。この残巡よ

りグリセリンを用いて適宣プレパラートを作成し、検鏡した。同定および百十数はガラスビー

ズが3∞個に達するまで行った。

3 分析結果 (図版16)

同定 計数された各植物のプラント オパール個数とガラスピーズ個数の比率から試料

1 g当りの各プラント オパール個数を求め(第33表)、それらの分イIiを第45図 (86地

点)、第46図 (A2地点)に示した。以下に示す各分額群のプラント オパール個数は試

料 1g当りの検出個数である。

検境の結梨、全試料よりイネのプラントーオパールが検出された。個数的には86地市

の2試科はともに10∞例間以上であるが、 A2地出の試料3では3.6∞個であった。また

全試料からイ才、の穎に形成される珪酸体の微小破片も観察されているo

最も多く検出されているのはネザサ節型で、全試料10.∞01間以上を示している。次いで

ウンクサ族が多く、試料 lでは10.000個を越えている。その他クマザサ属型やヨシ属、ン
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試料 イネ イ不組破片 ネザサ節型 クマザサ凪型 他的タケ商科 ヨン属 シパ属 キヒ肱 ウンクサ肱 不明

番号 (個1，1 (個1，1 (個々 ) (個1，1 (個1，1(個1，1(個1.1(個1，1 (個1，1(個々 )

14唱 4田 5， 5田 16，6叩 4，4叩 l，l田 1，1叩 2 2叩 4，4田 13.3田 10αXJ 

2 11. 3曲 5，6曲 12.4曲 5氏XJ l，l凹 l，l曲 Ll曲 。 2，3田 4，500 

3 3，6佃 6，0明 10侠XJ 2，4叩 1.2凹 。 01 2，4田 6αXJ 6αXJ 

第 2節

試料 Ig当たりのプラ ント オパール個数第33表
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A2地点のプラント ーオパール分布図

キピ族なとさが検出されているが、個数的には少ない。

第46図

パ属、

稲作について

上記したように全試料でイネのプラント オパールが検出されている。ここで検出個数

の目安について記すと、イネのプラント オパールが試料 1g当り5日oc個以上検出され

た地市地、ら推定された水田祉の分布範聞と、実際の発掘調査とよく対応する結果が待られ

(藤原 (984)。こうしたことから、稲作の検証としてこの5，000個を目安に、プラ

ント オパールの産出状態や遺構の状況をふまえて判断されている。鷺山市場遺跡86地

点の2試料はともに10∞0個以上と5∞0個をはるかに越える数のイネのプラント オ

パールが検出されており、検出個数からは稲作が行われていた可能性は高いと判断される。

一方A2地市の試料3では3，6∞{聞と5ωo個に達しておらず、検出個数のみからは稲作が

4 
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行われていた可能性は低いと判断される。 しかしながら5∞0個に近い数値が示されてお

り、要因については不明であるがイネのプラ ント オパールの密度が低い部分にあたって

しまったことも考えられ、稲作については花粉分析等多方而からの検討の上判断されるの

が望ましいであろう 。

引用士献

藤郎宏志(976)プラント オパール分析法の基礎的研究(1 )一粒種イ不科植物の珪酸体標本と定対分析怯一

考宵学と自炊科学 9. p.15-29 

藤原宏志 09剖)プラント オパール分析法とその応用ー先史時代の水田祉探ll'-一考宵♀ジャーすル 227

p.2-7 

藤原宏7志佐々木孝 (978)プラント オパール分析法の基礎的研究 (2)ーイオ (uryza)属植物における

機動細胞瑳酷体の売品大一 考古学と自然t十チ 11. 1'.9-20 
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第3節内容物分析

(1)挺瓶の内容物分析

藤根 久 中村賢太郎(パレオラポ)

1 はじめに

鷺山市場遺跡の調査では、戦国時代の構や廃棄土坑、古噴時代の提瓶などが出土した。

このうち、提瓶(造物番号175)は、土:if(内から検出された完形品であるが、集務内から

検出される事例が少ないことから、如何なる場面において使用されたかが注目される。

土器内容物の分析法は、予想される内容物により決まる訳であるが、低湿地遺跡の出土

物を除いて有機物が残存しないことが多 く、 挫機物を対象とした分析を試みるしかない。

なお、士宮号内には、多くの場合放棄された後に周辺土撲が埋積して土器内部には土壊が充

填していることから、一次的でない物を対象としているものと考えられる。ここでは、藻

塩法による塩の痕跡を制べるために珪操分析、骨物質を抽出するためにリン カルンウム

分析、その他微細物の検討を行った。

2 試料と方法

試料は、古墳時代提瓶内土壌 1試料である(第34表)。

分析は、珪藻分析、リン ・カルンウム分析、水洗飾分けによる微細物の観察である。

珪i草分析用の試料は、以下の方法で処理し、珪i準用プレパラートを作成した。

湿潤重量約 1g程度取り 出し、秤量した後ビーカーに移し30%過酸化水素水を加え、加

熱 反応させ、有機物の分解と粒子の分散を行った。反応終了後、水を加え 1時間程して

から上澄み液を除去し、細粒のコロイドを拾てる。この作業を 7回ほど繰り返した。残誼

を遠心管に回収し、マイクロピペットで適量取り 、カバーガラスに滴下し乾燥した。乾燥

後は、マウントメディアで封入しプレパラートを作成Lた。作成したプレパラートは顕微

鏡下1000倍で観察し、珪藻化石2∞個体以上について同定 計数した。

リン カルンウム分析用の試料は、土壌を20g程度採取して乾燥させた後、セラミック

乳鉢で軽〈粉砕した。粉砕した試料は、塩化ピニール製 リングに充出した後、油圧プレス

機を用いて20tプレスをして測定用プリケットを作成した。最初に、プリケットで元素マァ

ピング分析を行った後、リ ン (p)マッピング画像の漉!立の高い位i置を 5箇所選定して占

分析を行った。

測定は、X線分析顕微鏡(側堀場製作所製 XGT-5C即Ty同1I)を用いた。元素マッピン

グの測定条件は、X線導管径lOOJ.l1ll、電圧50KV、電流自動設定、測定時間10.00伽丈であ

る。点分析の測定条件は、X線導管径100μm、EE圧50KV、屯流自動設定、iftlj定時間500sec

である。定設計算は、標準試辛|を用いない FP(7アンダメンタルパラ メータ)法で半定

量分析を行った。

微細物の検討は、150g程度を 2ゆ (250μm)飾を用いて水洗飾分けした。残誼は、実

体顕微鏡で観察した。
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第34表分析試料とその特徴

分析試料 白地 MgO AIρs SiOz P:O; K，o CaO TiOz Cr:由3 M，O Fe由ふRb;U z.o， y，o， Z伯 2 lolal 

o. 48 16.61 52開 13.23 2. 75 6. 73 o. 70 0.31 6.21 0.03 0.02 0.01 0.01 0.02 l∞01 

2 O. 49 15.38 田 1810.24 5. 51 3. 79 0.43 0.16 3. 74 0.02 0.02 0.02 0.01 0.02 l∞01 
提瓶

3 o. 75 15.87 63日 5叩 1. 93 5.71 O剖 0.18 5.45 0.03 0.01 0.01 0.01 0.02 l∞∞ 
内土痕

4 O. 49 17.23 67.17 2.59 2. 73 2.60 1. 01 0.11 5. 96 0.03 0.02 0.01 0回 0.03 99.98 

5 1.23 17田 71. iO 0.59 2.19 0.63 0.45 O. 26 5. 97 0.03 0.02 0.01 0.01 0.02 l∞01 

最小他 O. 48 15.38 52開 0.59 1. 93 0.63 0.43 o. 11 3. 74 0.02 0.01 0.01 0田 0.02 

般大地 1.23 17田 71. iO 13. 23 5. 51 6. 73 1.01 0.31 6.21 0.03 0.02 0.02 0.01 0.03 

平均曲 0.69 16.52 62. 9町 6.51 3.02 3.89 O制 0.20 5.47 0.03 0.02 0.01 0.01 0.02 

第35表分析結果 (FP法による)

3 結果

珪藻分析を行った結果、淡水種珪藻化石のみが検出された(第36表)。なお、環境指標

税群は、沼沢湿地付着生指標祈『株が76個体 (378%)、陸域指標藤幹が32個体(159%)、

その他広布極が43個体 (21.4%)、不定および不明極が50個体 (24.9%) であった(図版

17)。
蛍光X線分析による元素マッピング分析では、リン (p)濃度の高い場所が複数検出さ

れた(図版2))。これらリン濃度の向い位置における出分析では、リン含有ili:が0.59-

13.23%検出された。また、これに対応する位i世におけるカルシウム古有益が0.68-6.73%

であった(第35表)。

2φ飾の残澄の観察では、骨状物は確認されなかった。その他の粒子では、炭化材やター

ル状の炭化物あるいは微細な砕片のような岩片が少量含まれていた(図版17)。

4 考察

森 (1991)は、古墳時代~平安時代の製塩遺跡から出土した製塩土器内而にやや里味の

ある白色~灰白色の付着物が見られることに注目し、これら付着物中の珪様化石について

検討した。その結果、海水i車場指標税群の珪藻化石が多産することを見出し、土器製塩の

海水濃縮過程において海操が利用されたと考え、操塩法による製塩の可能性を指摘してい

る。

また、藤根 。服部 (2∞0)は、名古屋市伊勢山中学校遺跡から出土した普閉して出土し

た6世紀後半の須恵器蓋杯内の暗オリープ褐色の付着物中に、森(199]) と同様の珪i車種

詳を見出し、塩利用の証拠とした。

挺瓶内土の珪i巣分析を行った結巣、淡水極珪藻化石のみが検出され、 i築塩法に伴うi巣場

指標種群なとeの珪深化石は検出されなかったことから、塩の存在は確認されなかった。な
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お、内面付着物の有担は不明であり、内面付着物を直接調べてはいないために検出されな

かったことは考えられる。

人附を含め動物の骨や歯を構成する主要な無機成分は、水駿燐灰石 (ハイドロキンアパ

タイト 臼 (OH)(悶 )，)から なり、リン (p)とカルシウム (Ca)がほぼ等詰含まれて

いる。

土壌中の分析他から、骨成分が残存しているかどうかの判定は、リンおよびカルンウム

の両元素がほぼ等量で高い値であることが必要であると思われる。

カルシウムは、堆積物中に含まれる長石類や輝石類(例えば斜長石の端成分である灰長

石 Ano巾 ite(CaAhSiρ，)、普通輝石 Aug;te((Ca. Na) (Mg. Fe. Al) (S;. Al)，o.)に含

まれる(黒田 諏訪 1989)) として普通に含まれる元素である。一方、リンは、 造岩鉱物

中には極めて少なし黒色土壌の母材である植物や現生植物根などに数 ppm程度に含ま

れる元素と考えられることから、骨成分を抽出するためには少なくともリン含有査がより

高いことが必要である。

元素マッピング分析では、リン濃度の高い部分が複数箇所検出されことから、 5カ所を

選定して点分析した。その結果、リン古有益カミ0.59-13.23%、カルシウムが0.63-6.73%

と高い他を示している(第35表)。このように、官の主成分であるリンとカルシウムが向

く検出されことから、この挺瓶内には骨質物が含まれている可能性がある。なお、挺瓶は、

古墳内に供されることが多く 、{出発的に骨物質が含まれることがあり得る。なお、ここで

検出されたリンおよびカルシウムの高い含有hi:が直ちに人骨であるとは言えない。

水洗縮分けによる微細物の観察では、官状物は確認されなかった。一方、砕片状粒子が

観察されたが、炭化物あるいは炭化材を伴うことから、受:熱により岩石が砕片化したこと

が考えられる。

5 考察

挺瓶内の土壌について、珪i草分析やリン カルシウム分析あるいは微細物の観察を行っ

た。その結巣、リン カルシウム分析において共に高い含有量を示したことから、骨物質

の存在の可能性が指摘された。この提瓶内の内容物に関する分析例がないことから、今後

出土粂件の良い試料について検討結果を待つしかない。

引用士献

藤担久服部哲也 (2反則)寄附 Lて出土Lた劉型器韮杯内の内容物 塩利用の証拠 日本文化財科学会第

171叫大会僻究尭表監旨.J:u. 116-117 

森 iJ)ー (991)珪深分析によって件られた宵代製極についての一考察 考宵学雑誌 76(3). 62-75 

121 



- 122 -

第5傘 自?兵科学分析

ノ，、J 類 群
種群 l 

AmpllOra 11I0111alla Q 5 

Caloneis aerophila Q 2 

C bacillllm W 1 

Coconeis placefl1ltla W l 

Cybell spp ? l 

Diploneis spp. ? l 

ElIllotia peclinalis var. Ilndlllala O l 

Frustlllia vlllgaris W 2 

Gomphollema Spp. フ 2 

Gyrosigma spp つ 4 

Hantzschia amphioxys Q 20 

Navicula vel1eta W 8 

N spp. フ 2 

Neidilll1l alpillllm W 19 

N spp ? l 

Nitzschia permillala W 2 

N nana Q 4 

N spp‘ 
? 15 

PUJllularia borealis Q l 

P illlermedia W l 

P IlIterrupta W I 

P sllbcapilata O 75 

P spp. つ 11 

Stallroneis OhlltSa W 2 

S tellera W I 

StephallodisclIs carconel1sis W l 

SlIrirella allgusta W 3 

S spp ? 3 

Sylledra II/lIa W l 

Unknown フ 10 

沼沢湿地付着生 (0) 76 

陸域 (Q) 32 

広布 (w) 43 

淡水不定不明極 (?) 50 

珪i革殻数 201 

磁群は安藤 (¥9田)に従った

第36表提瓶内土撲中の珪藻化石
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第4節 土器付着赤色物分析

(1)鷺山市場遺跡出土土橋付着赤色物分析

竹原弘展 (パレオ ラポ)

1 はじめに

鷺山市場遺跡より出土Lた士宮寺に付着している赤色物について蛍光X線分析を行い、顔

料の種類を検討した。

2 試料と方法

分析対象資料は、鷺山市場遺跡より 出土した土器3占である。分析ぬIは遺物掲載番号

516の土師器で赤色に明瞭に塗彩されている。分析Nu2は造物掲載番号163の土製品で表而

はうっすらと赤褐色を呈する。分析NQ3は造物掲載番号214の須恵器の盤で時期は7世紀

後半で、底部裏側表面のひび制れの箇所に赤褐色顔料らしきものの残留が観察される。分

析に際して、セロハンテープを土器表面に貼り付けて赤色物を剥がすという形で極少量採

取して分析試料とした。

分析装世は (株)堀場製作所製分析顕微鏡 XGT-5C即Type1Iを使用 Lた。この装置はエ

ネルギ一分散型蛍光X線分析装置である。装世の仕様は、X線管が最大50kV .1 mAの Rh

ターゲット 、X線ビーム径が100μmまたは10μm、検出器は高純度 Si検出器 (Xerophy)

で、試料室の大きさは350x4∞x40mmである。検出可能元素は Na"-""Uであるが、Na、Mg

といった軽元素は蛍光X線分析装置の性質上、検出感度が惑いため、試料中に少量含む程

度ではピークを検出し雛く 、検出できてもその定証値はかなり誤差が大きい。

本分析での測定条件は、50kV、1.oomA (自動設定による)、ビーム径100μ川、測定時

制5∞s、パルス処理時附P4 (分解能を重視した設定)に設定した。定量分析は標準試料

を用いない FP (7アンダメンタル パラメーター)法による半定量分析を装世付属ソフ

トで行った。そのため、定量値は誤差を大きめに見積も ってお く必要がある。

3 結果

分析により待られたスベク トルおよびFP法による半定量分析結果を図版18-20に示

す。いずれも Hgは検出されなかった。

4 考察

日本古代に使用されていた赤色顔料の代表的なものとしては、朱 (水銀朱)とベンガラ

が挙げられる。水銀朱は、硫化水銀 HgSで鉱物としては辰砂と呼ばれ、産出地はある桂

皮限定される。ベンガラは狭義には三般化二鉄 Feρ，(鉱物名赤鉄鉱)を指すが、広義に

は鉄 (ill)の発色に伴う赤色顔料金般を指し (成瀬2∞4)、広範な地域で採取可能であるo

また、ベンガラは直径約 1~m のパイプ状の粒子形状からなるものも多く報告されている 。

これは鉄バクテリアを起源とすることが判明しており (岡問、1997)、合水水酸化鉄を焼
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いて得た赤鉄鉱がこのような形状を示す(成瀬、1998)。

I分析ぬ 1] (図版18)

Feが比較的高い割合で検出された。顕微鏡観察すると 、Diplol1eis属等の珪藻が極少誌

ながらある程度観察された。これは、濃集するための前処理をせずに観察していることを

考えると 、比較的高い割合で珪藻が含まれているといえる。一般的にこの地域の土壌は珪

穫の残存が悪いことが多く 、ここで観察された珪渓は赤色顔料の材料となった鉄酸化物の

採取時に付随したものである可能性が高いと考えられる。また、僅かながらパイプ状粒子

も確認され、いわゆるパイプ状ベンガラによる着色といえる。

I分析No2](図版19)

セロハンテープで少長採取した試料の分析結果からは、Feは決して高いとはいえない

割合でしか検出されなかった。また、顕微鏡観察しても特にパイプ状の粒子は確認されな

かった。土器資料の破断面を観察すると、分析ぬlのような土器表面に赤色顔料が塗布さ

れているのとは異なり、土器表而自体が赤褐色に発色している。そこで破断而について元

素マッピング分析を実施した(図版19右下)。その結染、表面赤褐色部からは他の箇所よ

りも Feが明らかに出iい割合で検出されており、鉄 (rrr)の発色に伴うものと判断される。

土器製作時に表而に Feを多く含むものを予め塗布した後、焼成されたものと思われる。

I分析Nu3](図版20)

須恵器底部装側表而のひび割れ内より採取した試料からは、Si、AIに混じって Feが比

較的尚い割合で検出されたものの、顕微鏡観察においては特にパイプ状の粒子は観察され

なかった。特徴的な顔料である水銀朱や、パイプ状ベンガラなどではないため、この試料

については顔料としてのものなのか、それとも埋蔵環境などに由来するものなのかは判断

が難しい。

5 おわり に

鷺山市場遺跡より出土した土器に付着している赤色物について分析した結果、いずれも

鉄(1Il)による発色である事が推定された。赤色顔料としてはベンガラにあたるといえる。

また、分析Nolについてはパイプ状ベンガラが確認された。

引用士献

成瀬正利引998)縄文時代の赤色聞料I 亦蒋土器一考古学ジャ ナル出438.1(}-14 ニュ サイエンスネ1

成瀬正利I(2田4)正倉院宝物に用いられた無機朗料 正倉院紀要 13--61p 宮内庁正倉院事務所

岡田文男日997)パイプ状ベンガラ粒子の躍元 日本文化財科学会第14凶大会研究発表要旨臨 38-39
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第5節 刀付着物分析

( 1 1鮫阜市鷺山遺跡山一十班刀付着物について

醐吉111生物研究所

1 はじめに

岐阜市に所伝する鷺山市場建跡の 5K 139から11I土した刀の身の総分には、何らかのm
跡が忽められ以下の通りの調査結採を報告するa

2 資料

繍fをした資料は前37裂に示す直ノrJ1点である。

No. 造物 名 概 要

全体が三つに削れている。破捌した断面を観桜すると 、中心

JJ にある刀の身の部分と 、外欄の鉄錦との聞に、色調の戟Eなる

部分.'臨められた。

第"表凋資資斜覧

3 方法

全体の鉄錆を落とし 表而を観桜した(第47.48図)。 さらに FT-1 R分析も行った。

4 結果

4 -1 飽祭給処

鉄錦部分をほぼ削り落とした薗を観第したところ 特に制度維質らしきものは鋭黙されな

かった。

認'147図 資持表而のt広大:q:n;

4-2 分析結巣

ロ l
第481~ 断面の写真

FT-1 R分析を行ったと ころ セルロースの成分による吸収が包められた(第約四)。

よって刀身と鉄鈎との聞に、何らカのl'i機質が存配した、と考えられる.
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第6章 総括

第l!lil 遺構の変遷

今回の調査では弥生時代末期から近世までの遺構を確認した。ここでは時期ごとの遺構

変選をまとめ、鷺山市場遺跡内での今回の調査位置の特徴を抽出しておきたい。第51図に

時期ごとの遺構分布を示Lたが、それぞれ偏りが見られる。これは当時の地形と近世以降

の削平による部分が大きいためである。そのため、改めて土問の状況と、調査時における

残存状況を概観しておきたい。

今回の調査区での地山は砂層で、再jから北へ低くなる堆積が見られるo 最も低い北区北

半では、砂層 (北V11層)の上に粘質土 (北V1陪)の堆積が見られ、この昭中にも造物が見

られないことから、地山であるといえる。北区北半ではその後、 4昭の土府が堆積し、そ

れぞれの上而で遺構が検出される残りの良い状況であったのに対し、北区南半は6期の遺

構によって、広範囲に削平が及んでいた。ほほ全面にわたって、削平は地山にまで達して

おり、わずかに検出された遺構も、掘削された而が分からない状況であった。

南区は比較的残存状況は良切で、北半の一部で近世以降の遺構によって削平が見られた。

本調査区中最も向い南半では、複数の時期の遺構が多く検出されたが、その複雑さ故に、

遺構の認定が困難で、時期設定にも阻断が生じていることは否定できない。

1期 弥生時代末期から古墳時代初頭

この時期、地形の傾斜は強 く、地山レベルで 1mt¥上の比高差があり、北区南東部から

南区にかけての微高地と北区北半 P区の低地に大別できる。微高地上には、検出された

竪穴住居4株のうち 3棟 (SB 1、16、17)が占在L、土坑 (SK22)も数基が確認され

ているが、遺構の数自体、多いとはいえない。これは、 2期以降の遺構によ って壊されて

いることも原因であるが、微高地上といえとも遺跡全体から見れば縁辺部で、土地利用が

まだ希薄であったと推測される。包含胞からは南区のほほ全域で当期の造物が出土してい

るが、 SB 1 . S K22が見られる最高所の南端部分に、比較的集中 していることが指摘で

きる。

一方の低地部の状況は、住居， (S B 18)が L棟造られている以外、 P区で検出された

自然流路N R周辺のi梓 (SD 11、12)やピットが大部分である。先述したように、 NRを

積極的に利用していたと見られる SX21や水溜と見られる SE2があるように、低地部で

も活動の痕跡が見られるo

調査区自体が鷺山市場遺跡の北西端にあり 、地形的にも湿地状の低地に至る微尚地の縁

辺部にあたる。周辺町調査成果から見ても、当期の集落の中'L、は南東方向にあったことは

間違いなく、調査区内では、{世間地上の竪穴住居 土坑と低地の溝 ピットと いう分布域

が見られる。

2期 古墳時代後期から奈良時代

この時期の地形も 1期と大差なく、低地部に堆積が進み、若干比高差が減少している程

度である。当期の遺構は今回の調査で最も多く検出されており、 一部を除けば微高地上の
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南区に集中し、そのため宜E複状況は激しい。出土造物から 2-)-3期に細別した。

2-)期に比定される遺構は2)基あり 、竪穴住居2棟 (5B 7、9)の他は大部分が土抗

である。第50区lに示すとおり 、南区の中でも 5箇所程に集中して分布している。竪穴住居

など大規模な遺構を誤認して分断Lて掘ってしまったようにも見えるが、いずれにしても

遺構が散在することが特徴的である。2-)期は-7世紀前半と設定しているが、6世紀

や7世紀前葉に遡る遺構は少な く、 大部分が7世紀の中葉に近い時期と考えている。

2-2期に比定される遺構は23基あり、 竪穴住居7棟 (5B2、5、lO、11、l2、13、14)

や大型の土坑 (5K17、40、lO3)がある。遺構の分布は、2-)期の遺構が築かれていな

い場所を選んでいるかのような練相を呈するが、遺構の複雑さとそれ故の調資精度を考慮

に入れると 、可能性の指摘に留まるものである。ただ、居住域として明確になったのはこ

の時期で、爆発的に増加したともいえる。包含層中から出土した須恵器もこの時期のもの

が多く 、時期を限定できた数以上に遺構が広がっていた可能性は高い。

2-3期と考え られる遺構は6基あり、うち竪穴住居が3棟 (5B4、6、8)を数えるo

数も少なく 、分布の状況も点在的である。衰退過程であることは明かで、8世紀中葉の逃

物を最後に、それ以降のものは皆無である。

竪穴住居は、時期ごとに見ても 、各期を通じても 、向き ・規模 。内部施設などに規則性

は見られない。

北区北半の低地部では、各期を通じても、講 (5D7、9)が見られる他は、ほとんど遺

構が無い。低地部では、堆穏によって遺構面が残存していることから、印l平を受けて残存

しないわけではなく 、元来ほとんど利用がされていないと見られる。

3期 平安時代~鎌倉時代

低地部の堆積はさらに進行Lていると見られるが、北区北半では、この時期の遺構が検

出されていないため、地表面がよく分からない。

遺構は南区のみで検出され、6基の土坑が確認できた。平而形は桁円形かl判丸方形を呈

し、断面形状が深い箱形、担l土が砂質土とい う共通点をもっ。出土逃物はほとんどが細片

である。時期は 1基が13世紀初頭まで下るものの、10世紀頃に集中して造られたと見られ

る。

4期 室町時代

北区北半の低地古都で尽は層厚30-4Ocmの北 1V層の堆積があり 、2期までの極端な地形の傾

斜は解消されている。

遺構は北 1V陪上での北区北半と南区南半に偏って検出されたが、北区南半、南区北半は

5期以降の遺構撹乱によって、削平されてしまった可能性がある。

北区では土坑11基、ピット60基が検出された。竪穴状遺構と見られる 5K134や柱痕の

残る P160など、建物の存在を示すものがある。また被軌4恨のある土坑5K129などが確認

されている。

南区では溝 1条、 土坑17基、ピット 2基が検出されているが、直線状に並ぶ土キ・ly'Jが講

の可能性があること 、講 土坑列が同ーの方向を示すことは既に指摘したとおりである。

これらの方向は、真東西方l古lから西回りに 51!!'傾いており、続く 5期の地割りとは明らか
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に典~る。 また周辺の条里の向きはほぼ真南北であることが予想されており 、 それとも違

うものである。何を恭準とした方向であるかは不明であるが、戦国期の直前にある程度の

範闘で開発が行われた可能性を示すといえよう 。

当期の造物は古瀬戸後W期古段階東濃型山茶碗脇之島 3号紫式土師~.JIIl C 1が出土

している。これらの造物は時期的にほぼ併行するもので、鵠山地区全体が、広範囲に整備

される直前の状況を示していると考えられる。

5期!戦国期

北区北半では北山層 11層が確認された。北IV層上而で検出される 4期の遺構とは、極

めて短い時期差しか認められず、また北 111胞上面の時期は、鷺山地区一帯に及ぶ広い範囲

での整備が進行することから、北 111層は低地を埋め立てた整地層の可能位が考えられる。

もうひとつの北 11陪は焼土 。炭が大量に包含され、樹立柱建物周辺にしか分布しないこと

から、火災後の整地層と考えられる。それぞれの上而で遺構が検出でき 、北山商 (5-1

期)と北 11而 (5-2期)に細分できる。

5-1期 5-2期とも 、遺構は区画構である 5D6以外は、北区北半に集中して検出さ

れた。北区南半は6期以降の遺構 撹乱によって、削平されてしまった可能性が極めて高

い。南区は北半のE層中より 、当期の造物が比較的多く出土していることから、6期の遺

構によって壊されている可能性が高いが、南半はE問中の造物も少なく 、元々遺構が希薄

であったと見られる。

5-1 期の遺構は、揃立柱建物5815、廃棄土:tJ'[5 K 130 -5 K 152、不明逃構5X12が

主な遺構である。また、昭位的には対応させることができないが、区画構 5D6もこの時

期のものである可能性が高いと考えられる。n東西より東回りに 81Jl'傾いており 、鷺山地

区一帯で確認されている溝などの向きと一致する。5D6より北は、構で区画された敷地

内部の様相を表しており 、ある時期に火災に遭っていることが明かとなった。前述したよ

うに、南区では明確にこの時期といえる遺構は無い。

5-2期は北区北半で、5A2と土坑5K 127などが確認されたが、状況は明かでない。

5A2は3基のピァトからなるもので、掘立柱建物の可能性もあるが、 5-1期の 5815

とは方向が異なるのが特徴的である。

6期 !近世以降

水田跡5XI-6-11、道路の盛土である 5Al、5DI-3-5などが主な遺構であ

る。いずれも近世に造られており 、5期の地割りとは異なる方向である。この地割りは明

治半ばまでは残り 、地籍図と道路や地割りがほぼ合致する。昭和10年頃、近くに道路が新

設されるに伴って区画整理IIがあったようで、昭和20年の空中写真では、調査前の状況と同

じになっていることから昭和初期頃まで続く地割りであったのだろう 。そして調査の契機

となった今回の区画整理で、さらに変貌を遂げることとなる。
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第2節 出土造物について

(1)須山古窯産須恵器

今回出土した須恵器の杯身の中で l占だけではあるが、須山古'"産と考えられる杯、身を

確認することができた。

須山古窯祉群は岐阜市彦坂字須山に位置し、伊自良川上流の盆地に向かつて東から西に

突き出た小丘陵町南斜而に立地しているl。斜而広範囲に紫壁や焼土塊が散布しているこ

とから、複数基の窯が存在していたと考えられている。採取された造物の中には焼成不良

品や焼き歪みの著しい もの、溶岩したものが見られる(第52図)。この須恵器紫に対Lて

の評価は渡辺氏が行っているら 渡辺氏はいわゆる「畿内系須恵器」の一つの窯であり 、

各務原市須衛65号窯の輩杯などと特徴が似ていることを指摘し、須山古窯産の須恵器が須

衛65号車とほぼ同型式市、同時期のものとしている。須山古熊祉群の時期はTK -217併行期、

7世紀第2四半世紀になる。

今までは船来山古墳群で須山梨産須恵穏に類似するものがあるといわれている。それ以

外は城之内遺跡や鷺山遺跡群の発掘調査において尾張産や美濃須衛産、丸山古窯産の須恵

器は確認されていたが、須山窯産須恵器は確認されていない。岐阜市内の後期古墳からも

出土Lた例は確認されていない。

今回、造物番号80のよ うな須山古窯産の須恵器の均、身が鷺山市場遺跡で見つかったこと

は須山古窯産須恵器の流通形態の一部が明らかになったといえる。また、古墳時代後期の

F辛込、 戸空きミ E亨言

てヨヨ モヨ三三歩

ぶニーー平二-….--:~ 

さ三~

」芸品
q 1加

第52図須山古然出土須恵器
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須恵器~と集落の関係の一端を知ることができる資料である 。

(2 )特殊従瓶について

P20から 3方向に半環状の把手が付き、版画に施文されるという非常に珍しい挺瓶が出

土している。須恵器の中で特殊品であると考えられる。ここではこの提瓶について考察し

てい くこととする。

まず、今回出土した造物番号175の提瓶の特徴は

①半環状の把手が3つあること

②胴部に筒状工具による刺突士が円形に施文される こと

の2つが挙げられる。

最初に①について考えてみたい。把手が3方向に付く提瓶は岐阜県内で5点出土してい

る。概要は以下のようである。(第53図、第38表)

宮之脇 1号墳 可児市川合にある一辺16.4mの方墳である。内部主体は不明である。提

瓶は周濠から出土している。 ~.形は楕円形を呈し 、 平坦な面はない。 把手は半環状に近い

鈎状把手となる。器高は29.4cm、最大径23.7cmを測る。古墳の築造時期は他の造物の混在

が激しいため確定はできないが、城山2号窯段階といわれている。提瓶は他の造物と共に

混入した可能性もあるため、 時期不明としておく 。

宮之脇10号墳 可児市川合にある全長約21mの造出し付き円墳である。内部主体は不明

である。提瓶は周濠から出土している。器形は胴部の背而が丸く張る。腹而は欠損してい

るため不明である。把手は半環状把手となる。器市iは28.&m、最大径25.2cmを測る。古墳

の築造時期は他の造物の混在が激しいため確定はできないが、H-61段階までには築造さ

れていたと考えられる。提瓶も H-61段階であると推測される。

陽徳寺裏山 l号墳 関市干疋にある全長約13mの造出し付き円墳である。内部主体は川

原石を使用した初期横穴式石室である。提瓶は玄室から出土した。器形は胴部の背而が丸

く張るが、阪国は平坦である。把手は半環状把手となる。得市は3L6cm、最大径26.0cmを

測る。古墳の築造時期はH-61段階である。提瓶も H-61段階であると考えられる。

j主渓山 I号墳ー多治見市弁天町にある直径12.5mの円墳である。内部主体は左片袖式の

初期横穴式石室である。提瓶は玄室から出土した。詩形は胴部の背而が1L<張るが、被而

は平坦であるo 把手は半環状把手となる。;時高は28.0cm、最大径23.7cmを測る。古墳の築

造時期はH-61段階である。提瓶も H-61段階であると考えられる。

白山古墳蘇ー池田町にある古墳群である。提瓶は古墳から出土したものではなく 、池田

町が昭和44年に行った分布調査中に白山5号墳付近で採取したものとされている。このた

め、共伴する造物は不明である。器形は全体的に丸〈 、平坦な而はない。把手は鈎状把手

となる。器商は28.5cm、最大径23.2cmを測る。

岐阜県内から出土した把手が3方向に付く提瓶をみてきた。これらの造物はH-61段階

に集中して見られる傾向がある。集落から出土した事例はなく、いずれも古墳から出土し

ている。罷形に関しては背面が丸〈張り 、夜而は平坦であるものが主で、腹而が丸くなる

ものは鷺山市場遺跡で見つかったものと白山古墳群で採取されたものだけである。把手も
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第53図 岐阜県出土の特殊提瓶
※ー部修正あり

得号は軍38表に対応

形態文相 害考
出土遺跡 時期 法主i:(cm) 備考

文献背面 肢面 把手の昨

a之脇 i号墳 丸く張る 鈎状 減山 2号一繁期 器商29.4 iJ:23.7 文献 l

2 区之脇10号lJ¥ )L<眠る 三|王朝状 東山61号開期 器問28.8 1苧25.2 文献2

3 陽龍寺聾UJ1号墳 )L<張る 平坦 キ環状 東山61号機期 器商31.6 桂26.0 文献3

4 虎渓山 l号墳 丸〈脹る 平盟 .l-.環状 東山61号無期 器商28.0 桂23.7 士献4

5 白山rti墳群 丸く眠る 平坦 鈎状 不明 器商28.5 iJ:23. 2 量採資料 文献5

6 稲荷塚2号墳
胴部両固に 2条同'L円文と

東山15号熊期 器商22.0 桂14.4 文献2
弧状の刺突士

第38表 岐阜県出土の特殊提瓶 "径は最大筏

文献 l 岐阜県教育委員会 可児町教背委員会 1976 r吉之脇遺跡発槻調査報告聖子j

文献2 可児市教育委貝会 1994 

rJlI合遺跡群 rJlI合北部土地区画整理'1'需」に伴う埋戯文化財の先掘調査報告1!U
士献3 協同組合連合会岐阜県中小企控福祉センター 間市教育喪貝会 1976 r陽徳寺裏山台墳群』

士献4 岐阜県 多拍見市教育委且金 目96 r庇浅山 I号墳先端調査報告暫』

文献5 池田町教育畳貝会 2叩1
『岐BILリ止史跡 願成寺子両墳之越古墳群36号墳控鼎調査 74-88号噴同辺碍認調査報告書』
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宮之脇 l号墳、白山古墳群で採取されたものの2つだけが鈎状把手となる。

次に~の胴部に文様を施しているものであるが、 岐阜県内では可児市稲荷塚 2号墳で l

例のみ確認されている。

稲荷塚2号墳は次郎兵衛塚 l号墳を含む川合古墳群の中の l碁で、直径約18mの円墳で

ある。内部主体は川原石積みで複室構造の横穴式石室である。提瓶は石室の後室部分でみ

つかった。器形は球形である。胴部の両面に 2条の同心円文の中に刺突文を弧状に施して

いる。器高は22.Ocm、最大径14.4cmを測る。古噴の築造時期はH-15段階であり 、提瓶も

同じH-15段階と考えられる。

胴部に文様をもっ挺瓶は岐阜県内では l点のみで、近隣の地域でも数は非常に少ない。

一宮市浅*1'13号墳で 1官、見つかっているだけである。稲荷塚2号噴出土の提瓶と今回見つ

かった挺瓶はまず、有TI1苛塚2号墳出土の提瓶には両面文様が見られるところで興なる。文

様構成は放射線状に刺突文を施文するところは同じであるが、鷺山市場遺跡出土の提瓶に

は2条の同心円文はみられない。また、岐阜県内の事例ではないが、兵庫県の有文提瓶は

TK-lO段階から造られているようである。

以上、今回見つかった提瓶に関係する提瓶の概要をみてきた。鷺山市場遺跡出土の提瓶

のような犯手を 3つ持ち、11岡部に文様を施す挺瓶の類例は iつもみられず、鷺山市場遺跡

出土の挺瓶のみである。時期に閃 Lては類例が辛いため不明としかいえないが、この周辺

の①と②の特徴をもっ提瓶と関連させて考えれば、時期幅が広くなってしまうが、H-61

段階から H-15段階の聞も作られたものであると考えられる。

最後に遺構との関連について再度考えてみたい。P20は提瓶と一緒に出土 した遺物が7

世紀後半から 8世紀前半もので、かっ遺構の切り合い関係から P20の時期を 7世紀後半か

ら8世紀前半の聞とした。しかし、類例が値いため時期は特定しにくいが、挺瓶自体が7

世紀前半頃には器稜自体が消滅してしまう 。このため、今回見つかった提瓶は8世紀前半

の遺物であるとは考えがたい。このためこの挺瓶は伝世したものではないかと考えられる。

出土状況も非'市に丁寧にピァトの中に世かれていたことも理解できる。どのような背景が

あって伝世したのかは不明であるが、大切に扱われていたものであると推測できる。イ日Jか

の祭事に使われたのものであろうか。口縁部が書11られているのも祭事に使われたためでは

ないのか。

今回は① と②の特徴をもっ岐阜県内の提瓶のみ概観した。筆者の力不足により、他地域

の事例や提瓶全体の中からの位置付けは行うことができなかった。このことは今後の課題

である。

(3 )木目痕のある土師器皿lについて

今回 、 出土した土~iJj器皿の中に I 点のみに土器の装側に木目が転写されているものを確

認Lた。造物番号331がそれに該当する。B2-a類の土附器皿lで手づくね成形で作られて

いる。今回のような袈側に木目が転写されている土帥器I阻は発掘調査が行われている岐阜

市城之内遺跡、干畳敷遺跡や党山遺跡群などでも確認されていない。ここではこの裳側の

木自の転写がどのような状況でついたものなのか、製作技法に関わるものなか、このこと
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について若干の考察を行うこととする。

土師器皿lの製作技法については、 1931年に島田貞彦氏が「山城幡枝の土器」という論文

の中で、民俗の事例から土師器皿の製作過程を明らかにし3、近年では北島大輔氏が山口

市大内館出土の土附得JlIlを検討し、製作技法の復元を行っている‘。 はじめに先行研究を

参照しながら土師器皿の製作技法をみていく 。

まず、粘土の塊を両手で丸め、更に平たくし円盤状にして左手の掌に置く 。そして、円

盤状の中央をへこませていく 。幡枝のでは左手の掌にi泣いた円撤状の粘土塊の中央部分を

右手の肘先で押し当てへこませる。このようにできた形のものを「ウツゲ」とよばれる木

製円盤によって器壁を引き延ばし簿くしている5。

次に先に形作ったものをユピオサヱやホへといった道具を使い、成形し、完成させてい

く。

以上、焼成前までの土師器皿lの製作方法についてみてきた。再度、泣物番号313を見て

みると、袈側の木目は非常に薄く残っているだけであり 、強い力を加えて転写されたもの

であるとは考えがたい。また、土師器JlIlの裏側はほぼ平坦であるが、若干指庄の痕跡が残っ

ている。この指圧痕の上にも木目が転写されており 、土器の製作が終わった後に、木目が

転写されているようである。先に見てきた土器製作技法の中に、土器の形を作った後に木

目を転写するような工税を見いだすことはできなかった。この痕跡は土附器J1Ilを作る製作

工程によって転写されたものではないようである。品田氏の論文の中に、

「製作に際して平板の上に粘土を載せ、其右方に「みごろJrうつげJrほへ」等を置き 、

左方には土器を乾燥せしめる為の板を敷く」

とある。今回、確認できた装側の木自の転写は恐らく 、土師罷皿を乾燥させる為に板の上

に置いた時に転写されたものではないかとlflil.1jされる。

今回、裏側の木自の転写は土師得皿lの製作技法に関わるものではないか、と考えていた

が、結巣、土師器皿を乾燥させる為に板の上に置いた時に転写されたものと考えられる。

非常に残りにくい痕跡であり 、希な例といえよう。岐阜市域における戦国時代の土師器J1Il

を製作していく上での製作工程の一部がわかったといえるo

註

l 蛙阜市教育委且会 l明6 r岐 i主市遺跡詳細l分布調査報告書』

2 桂辺博人 1999 r第3君主 考察Jr須衡i!i立市 l号鰍祉琵掘調査報告主ト-;n衛65号開ーj各掛町"ilft埋蔵

士化財センター

3 白田貞彦 1931 r山城幡校の土器Jr考肯学雑誌』

4 北島大輔 2曲6 r大内民館跡出土の腕困問土師器皿の製作技法Jr山口市埋蔵士化財年報5 平成16

年度一j山口市教育委口会

5 ここまでの製作工程を北島氏は「第一次成形jとしている。
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図版2
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図版4

A区北完沼状況 (北かり)

SK4完鋸状況 (北から} SK22完錨状，兄 (1tから)
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図版5

SKl拍混線状況 (東から) SKl盟完線状況 (東から)
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図版6
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図版7
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図版12
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図版15-1 産出した花粉化石

ト ソ パ属 、B6-2、PAL.MN 2402 

.-. ・曹 、町• 、
ν' .も-

， 

' 

3-a 

O"05mm 1，2: ---

3-b 

4 
ー.• 

• 

3~5 
O.02mm 

一
4 

図版15-2 A区P地区の花粉化石

曹h

• 
• 

t 

町

，‘ 

F 
Y 

4・

. 

l、2 プレパラートの状況 1 : S 1、2: S2 3 ニレ属ーケヤキ属破片 51 
3 コナラ属コナラTIJi属 51 4 アブラナ科破片 51 

図版15

• 

~ 
2 

5 



- 152 -

図版16
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図版18
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図版19
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図版21

プレス院科の元素マッピJ グ図
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フ ，) ガナ さぎやまいちばいせき

型F 名 鷺山市場遺跡

rnlJ 1'.' 名 岨阜市鷺山下土居土地区画整理事業における鷺山下土居線建設に伴う緊急発掘調査

巷 払;

シリーズ名 (財)岐阜市教育文化振興事業団報告書

シリーズ番号 第17柴

編著者名
森品一世思凹裕之内堀信雄藤根久新山雅弘鈴木茂中村賢太郎

竹原弘展 (株)下，回生物研究所

編集機関 財団法人 岐♀市教育文化振興事業団埋蔵文化財調査事務所

所 在 地 ';'501-3133 岐阜市芥見南山 3-10-1

発 行 年 月日 平成20年12月5日

所収遺跡名 所在地
コド

北緯 東経
醐査

調査期UIJ 調査原因
市町村遺跡番号 面積

2目泌伍06
岐阜rj'i都市計画事業鷺

岐阜市

鷺山宇
35・136・

2C配70309
山 下土居土地区画整理

鷺山市場遺跡
市場ほ

21201 07184 26' 45' 1189rd 
2∞7ω12 

事業における都市計画道

か
50" 21・ 路鷺山下土居線建設に伴

20071012 
う緊急発掘調査

所収遺跡名 議別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

竪穴住居 4 

弥生時代末~ 土坑 7 
土師器 水汲み場を確認

古墳時代初頭 4再 3 

集落跡 水汲み場遺構 1 

肯墳時代後期J-
竪穴住居 13 

土師器須恵措 把手が3つ付き胴部に文

肯代
土坑 8 

焼庖土器 椴をもっ挺瓶が出土
4再 57 

灰粕陶椋

鷺山市場遺跡
不明

平安時代~
土坑 33 

山茶碗 木製の礎板があるピット

室町時代 瀬戸美濃陶搭 を確認

土師器皿

掘立柱建物 l 
網戸葉濃向器 掘立柱建物が焼失した痕

城下町 戦国時代 区画講 1 
土師器llil 跡を確認

土坑

道路跡
地籍図と 致する土地区

不I~J 近世~ r再 4 瀬戸聾濃陶器

水田跡 7 
画を確認

要約

今回の調査区より集落の中心域は束にあると考えられることから集落域と水汲み場の関係は確認でき

なかった。肯墳時代後期IJ-古代にかけての集落を確認し、伝世品と考えられる把手が3つ付き胴部に

文様がある提瓶が出土した。他にもミニチア土器などが出土し、祭杷が行われていた可能性が考えら

れる。戦国期では掘立柱建物を確認し、建物を覆うように炭 焼土層が広がり 、建物が焼5たしたもの

と考えられる。また、鷺山-{Wに広がっている区画捕の一部を確認した。近世の遺構では明治の地籍

図と一致する土地区画の様子を確認した。
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